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この機械を不適切に使用すると、重傷もしくは死亡に至ることがあります。 

オペレータおよび整備担当者は、この取扱説明書を必ず読んで内容を理解して

から、当機械を運転・点検・整備してください。 

取扱説明書は、この機械にたずさわるすべてのオペレータおよび整備担当者の

参考のために機械の収納スペースに保管して、定期的に読めるようにしてくだ

さい。 
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１．まえがき 

このたびは、マエダ運搬台車「ＬＤ０９」をお買い上げいただきましてありがとうございました。 

本書は、当機械を安全に、効果的に使用していただくためのガイドブックです。 

本書は、当機械の運転と整備の手順とそれを実行するときに厳守しなければならない注意事項を記述

するものです。 

ほとんどの事故は、基本的な安全規則を守らない運転・点検・整備が原因で発生しております。 

当機械を使用していただく前に、必ず本書を読み、運転・点検・整備の方法を十分に理解された上で

使用してくださいますようお願いいたします。 

本書に従わなかった場合、重大な事故に結びつくことがあります。 

 

 

この機械を不用意に使用すると、重傷もしくは死に至ることがあります。 

運転者および保守要員の方は、この機械の操作または保守を行う前に本書をよく読んでください。

本書は、便覧として指定の場所に保管し、機械を扱う全員の方が定期的に見るようにしてください。

 

・本書の説明を完全に理解されるまで、当機械を使用しないでください。 

 

・常に本書を手元に保管し、繰り返し読んでください。 

 

・本書を紛失または損傷した場合は、速やかに当社または当社販売サービス店に発注してください。

 

・当機械を譲渡されるときは、つぎの所有者に本書を必ず添付し譲渡してください。 

 

・本書の説明、数値およびイラストなどは、本書を作成した時点での情報に基づいております。 

機械の不断の改良により、整備基準、締め付けトルク、圧力、測定方法、調整値、イラストなど

は、変更されることがあります。 

これらの変更は保守作業に影響を与えることがありますので、作業を始める前に、当社または当

社販売サービス店に相談し、最新の情報を入手してください。 

 

安全については、１－３ページの「２．安全についてのインフォメーション」および２-１ページからの

「安全編」に説明してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1-2 



２．安全についてのインフォメーション 

本書および当機械の安全ラベルをよりよく理解していただくため、安全のメッセージをつぎのように使い分けて

おります。 

 

 

死亡もしくは重傷となる差し迫った危険な状況を示すものです。 

また、危険の回避の方法を明示しております。 

 

 

 

死亡もしくは重傷となる可能性が高い危険な状況を示すものです。 

また、危険の回避の方法を明示しております。 

 

 

 

軽傷もしくは中程度の障害、または機械の重大な破損に至る可能性のある状況を示す

ものです。 

また、危険の回避の方法を明示しております。 

 

 

また、機械のために必ず守っていただきたいことや、知っておくと便利なことをつぎの表示で記載しております。 

アドバイス 

 

誤った取り扱いをした場合、機械の損傷または寿命を短くする可能性のある場合を示

します。 

 

 

補足説明 知っておくと便利な情報です。 

 

 

 

本書に示されている運転操作や点検整備の手順および安全に関する注意事項は、当機械を指定作業に使用する場

合のみに関するものです。 

当社は、すべてのお客様が当機械を使用する際のあらゆる状況を予測することはできません。 

そのため、本書および当機械に表示されている注意事項は、安全に関する事柄をすべて網羅したものではありま

せん。 

もし、本書に書かれていない運転操作や点検整備を行う場合は、安全に関する必要な対策をすべてお客様ご自身

の責任でお考えください。 

なお、その場合も、本書で禁止されている作業や操作は、絶対に行わないでください。 
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３．機械の概要 

３．１ 指定作業 

当機械は、主につぎの作業に使用してください。 

・積み荷の運搬、荷卸しダンプ作業 

 

当機械は、ゴムクローラ式の走行台車（キャリア）に荷台および操作部を架装した運搬台車です。 

また、２速切換油圧走行式のため、クラッチレバーや変速レバーの操作がなく、スムーズな運搬ができます。 

リフト操作とダンプ操作によって荷卸しの高さを変えることができます。 

 

３．２ 機械の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観図 

本書は、走行台車を運転する位置から機械の進行方向（前方）を見た状態を基本に前後、左右を決めております。 
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当機械の主な構成は、つぎのようになっています。 

［１］ 走行台車部 

走行装置、エンジン装置および走行操作装置、荷台操作装置等で構成されています。 

 

［２］ 荷台部 

リフト（伸縮）およびダンプ装置等で構成されています。 

 

３．３ 機械の有する機能 

［１］ 走行台車部 

・２本の走行レバーの操作により、前進、後進、左右への進路変更はもちろん、信地旋回（ピボットターン）、

超信地旋回（スピンターン）ができます。 

・ゴムクローラ式のため、トラックが走行できない不整地や軟弱地においても、積み荷を目的地まで運搬できま

す。 

・走行は、２速切換油圧走行式のため、クラッチ切り換えや変速レバーの操作がなく、速度調整がスムーズに行

えます。 

 

［２］ 荷台部 

・ダンプ操作（荷台の傾斜上昇と下降）とリフト操作（荷台の垂直上昇と下降）がそれぞれ独立した２本のレバ

ーで行えます。 

・長尺材などの積み荷も、特別な工具を用いなくても荷台のアオリを取り外すことで、簡単に積載することがで

きます。 

 

４．運転の資格 

 

本機械を運転する際は、本書に記載されている安全事項を必ず守って作業を行ってください。 

特にお客様にご理解していただきたいことは、経験の豊富な方でも基本的な注意事項を守らないことに起因す

る労働災害が多いという事実です。 

 

本機械を運転し作業する方は、特別な資格を取得する必要はありません。 

しかし、できるだけ「不整地運搬車運転技能講習」を修了した方が行うようにしてください。 

運転者の方は、事業所内で取扱い方法等の教育および訓練を受け、十分な運転操作技術を身につけてから作業を

してください。 
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安 全 編 
 

 

１．基本的注意事項 ２－ ２ 

２．運転に関する注意事項 ２－ ７ 

３．輸送時の注意事項 ２－１４ 

４．バッテリ取り扱い時の注意事項 ２－１６ 

５．整備に関する注意事項 ２－１８ 

６．安全ラベルの貼り付け位置 ２－２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
すべての安全注意事項を読んで守ってください。 

本書に従わなかった場合、重大なけがや死亡事故に結びつきます。 
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１．基本的注意事項 

取扱説明書および安全ラベルに従う  

・本書および本機械の各部に貼り付けてある安全ラベルをよく読んで理

解してください。よく理解しないまま運転操作を行うと、誤った操作

を行い、人身事故や物損事故の原因になります 

・本機械の正しい使い方および点検整備要領をよく理解して、安全な作

業をしてください。 

・本書および本機械の各部に貼り付けてある安全ラベルは、常に判読で

きる状態にしておいてください。 

読めなくなったり、紛失した場合には、当社または当社販売サービス

店に発注していただき、安全ラベルを元の位置に貼り付けてください。

 

 

 

運転の資格 

・本機械の運転には特別な資格を取得する必要はありません。 

しかし、本機械の運転は、できるだけ「不整地運搬車運転技能講習」を修了した方が行うようにしてくださ

い。 

・運転者の方は、事業所内で取扱い方法等の教育および訓練を受け、十分な運転操作技術を身につけてから作

業をしてください。 

 

保護具着用と作業に合った服装  

・ヘルメット、安全靴、安全帯、手袋は、必ず着用してください。 

・保護具は、各作業状況に合わせて必要なものを選び、必ず装着してく

ださい。 

・だぶつく服、装飾品などは、操作レバーや突起部に引っ掛かり、機械

が意図しない動きを起こすことがありますので、着用しないでくださ

い。 

 

 

 

 

安全運転の心得 

・事業者や作業指揮者の指示や合図に従い、安全を優先させた作業をしてください。 

・運転開始前や作業開始前には、必ず作業開始前点検をしてください。 

・強風、雷、霧などの悪天候時には、作業をしないようにしてください。 

・過労、飲酒状態または催眠性のある薬を服用した場合は、絶対に運転をしないでください。 

・運転操作・点検整備を行うときは、職場のルール、安全に関する規則、操作方法の手順をすべて守ってくだ

さい。 

・運転時や作業時は、常に周囲の状況や歩行者に気を配ってください。 

歩行者が不用意に近づいてきた場合は、作業を一旦中止して、警告するなどの対応を取ってください。 

・運転中は、突発的な事態に備える心構えをあらかじめ持ち、すぐに対応できるようにしてください。 

・本書に記載されている性能および用途を超えた使用は、絶対に行わないでください。 

・定められた最大積載量を守って、運転をしてください。 

・わき見運転、乱暴な運転、無理な操作は、絶対に行わないでください。 

 

 

 

 

2-2 



 

賃貸や他の方が使用していた機械の使用 

賃貸（レンタル）した機械や他の方が使用していた機械は、つぎのことについて、書面をもとに確認してから

使用してください。 

また、定期自主検査等の整備の状況についても、検査記録表によって確認してください。 

(1) 機械の能力 

(2) 機械の整備状況 

(3) 機械の固有の癖や弱点 

(4) その他、運転する上において、注意すべき事項等 

 

安全装置の装備の厳守 

・すべてのガードやカバーが正しく装着されているか確認してください。破損していたら、すぐに修理してく

ださい。 

・安全装置は、使い方をよく理解して正しく使用してください。 

・安全装置は、絶対に取り外さないでください。常に正しく機能するように管理してください。 

・安全装置の使用を間違えると、重大な人身事故につながります。 

 

作業は指示、合図に従って  

・本機械で作業する場合は、あらかじめ作業指揮者および合図を決め、

作業指揮者および合図に従って作業を進めてください。 

・運転者から死角になりやすい場所での作業は、特に作業指揮者の「指

示」「合図」に従い、慎重に運転してください。 

・荷おろし作業時は、荷台と台車の間や各シリンダの可動部分のスキマ

に身体や指などが挟まれる恐れがあります。 

運転者は、本機械の作業範囲内に人が立ち入っていないことを確認し

てから、荷台を操作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異常時に備えて  

・点検・整備を確実に行い、異常を事前に防ぐように心掛けてください。

・機械に異常を感じたときは、すぐに作業を止めて安全を確保し、管理

者に連絡してください。 

・二次災害防止の処置方法について、あらかじめその分担を決めておい

てください。 

・機械から燃料や作動油が漏れている場合は、絶対に機械を運転しない

でください。管理者に異常内容を報告し、燃料や作動油の漏れを完全

に修理してから使用してください。 

本機械の燃料は、ガソリンです。特に燃料漏れの有無には、注意して

ください。 

・機械から離れるときは、荷台を台車に格納（下降）して「走行姿勢」

にし、エンジンを止めてスタータキーを抜き取ってください。 
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機械に異常があった場合の一時保管 

機械に異常が生じて整備待ちで一時保管する場合は、つぎの処置をして「故障により使用禁止」であることを

事業所全員に知らせてください。 

・使用禁止の標示をしてください。 

異常の内容、保管責任者名や連絡先、保管期限等を明記してください。 

・駐車するときは、ゴムクローラに歯止めをするなど、動かないようにしてください。 

・スタータキーは抜き取って、持ち帰ってください。 

 

消火器と救急箱の備え付け  

万一の傷害や火災への備えとして、つぎの事項を厳守してください。 

・火災に備えて消火器の保管場所を決めて設置し、その使用方法につい

て貼り付けてあるラベルを熟読し、非常時の対応ができるようにして

おいてください。 

・救急箱の保管場所を決めておいてください。また定期的に点検し、必

要に応じて中身の補充をしておいてください。 

・傷害・火災事故時の処置方法を決めておいてください。 

・救急（救急医、救急車、消防署など）連絡先への通報手段を決め、そ

の連絡先は所定の場所に表示し、全作業員が連絡できるようにしてお

いてください。 

 

 

 

作業は無理せず慎重に 

・急激なレバー操作や乱暴な運転はしないでください。 

・作業中に異常や危険が生じたときは、すぐに作業を中止して、危険を回避してください。 

・悪天候（大雨、強風、雷、濃霧）下では、作業を中止してください。 

作業中止の判断は、各作業現場で定められた作業計画の「作業中止判断基準」および現場の作業指揮者の判

断によって決めてください。 

 

改造はしないでください 

当社の書面による承諾なしに機械の改造、絶対に行わないでください。 

改造は、安全上の問題となりますので、当社の許可のない改造に起因する人身事故や故障の責任は負いかねま

す。 

 

燃料給油時の安全  

・本機械の燃料は、ガソリンを使用しています。 

燃料の種類を間違えないで、給油してください。 

間違った燃料を給油すると、エンジンが損傷する原因になります。 

・燃料を給油するときは、必ずエンジンを止めてください。 

エンジンを運転したまま燃料を補給すると、こぼれた燃料が高温にな

ったマフラなどから引火する恐れがあります。 

・燃料の入れ過ぎは、こぼれて危険です。最大のレベルよりやや少なく

してください。 

燃料がこぼれたら必ずきれいに拭き取ってください。 

・燃料の補給後、タンクキャップを確実に閉めてください。 
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オイルに火気を近づけない  

燃料・作動油・エンジンオイルなどに、火気を近づけると引火の恐れが

あります。つぎの事項を厳守してください。 

・たばこやマッチなどの火気を可燃物に近づけないでください。 

・燃料やオイル缶のキャップは、すべてしっかり締めてください。 

・燃料やオイルは、換気の良い場所に貯蔵してください。 

・燃料やオイルは、定められた場所に保管し、関係者以外は近づけない

でください。 

・燃料やオイルの補給中は、持ち場を離れないでください。 

特に燃料の補給時は、前項の「燃料補給時の安全」の項をよく守って

ください。 

・補給中などにこぼれた燃料やオイルは、きれいに拭き取ってください。

 

 

 

 

高温時の取り扱い  

機械の稼働停止直後は、エンジンオイル・作動油が高温になり、また作

動油タンクの内部は圧力が蓄積されています。 

この状態でキャップを外したり、排油・フィルタの交換をすることは、

やけどの原因となります。 

温度が下がるのを待って、つぎの手順に従ってください。 

・高温のオイルの吹き出しを防ぐために、エンジンを停止して油温が下

がるのを待ち、また、キャップをゆるめるときは、ゆっくり回して圧

力を逃がしてからキャップを取り外してください。 

（油温の下がり具合を見るときは、作動油タンクなどの表面に手を触れ

ない程度に近づけて、雰囲気温度で確認してください。） 

 

 

 

アスベスト塵埃に注意  

アスベストのほこりが含まれた空気を吸うと、肺ガンになる恐れがあり

ます。本機械には、アスベストを使用していませんが、本機械の作業範

囲内には、建築物の壁面や天井等にアスベストが含まれている場合があ

ります。また、アスベストを使用している可能性がある材料を扱う作業

の場合は、つぎの事項に注意してください。 

・必要に応じて、所定の防じんマスクなどを着用してください。 

・清掃する場合は、圧縮空気を使用しないでください。 

・アスベストのほこりが空中に飛散しないように、清掃時には散水して

ください。 

・アスベストのほこりが含まれている可能性のある現場で機械を運転す

るときは、必ず風上で作業してください。 

・作業場内や環境基準に関する所定の規則を厳守してください。 
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本機械によるけがの防止  

重大な人身事故を招く恐れがありますので、つぎのスキマに身体または

身体の一部を入れないでください。 

・荷台と台車の間。 

・クローラと地面の間。 

 

 

 

排気ガスに注意  

屋内や換気条件が悪い場所で、エンジンを始動したり、燃料・洗浄油・

塗料類を扱うときは、窓や出入り口を開けて換気を良くしてガス中毒の

危険を防止してください。 

窓や出入り口を開けても換気が不十分な場合には、換気扇を設置してく

ださい。 
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２．運転に関する注意事項 

２．１ エンジン始動前 

作業現場の安全確保  

・作業現場に危険がないか、事前に確認してから作業を始めてください。

・作業現場の地盤、路面状況を調べて最良の作業方法を決めてください。

・作業現場の傾斜は、できるだけ水平にしてから作業を進めてください。

また、砂じんがひどい場合には、散水をしてから作業を行ってくださ

い。 

・道路上での作業は、誘導員を配置したり、囲いを設けたりして「立ち

入り禁止」とし、通行する機械と歩行者の安全を確保してください。

・作業現場に人が入らないように「立ち入り禁止」とし、人が近づかな

いよう措置を講じてください。 

動いている機械に接近すると、接触による強打や、挟まれたりして重

大な人身事故または死亡につながります。 

・水中での走行または浅瀬を渡るときは、まず地盤の状態・深さ・水の

流速を調べて、許容水深を超えないようにしてください。 

 ★「操作編 ２．１２ ［２］許容水深」の項を参照してください。 

 

 

エンジン始動前の点検  

１日の最初のエンジン始動前に、つぎの点検を実施してください。 

これらの点検を怠ると、重大な人身事故を招く恐れがあります。 

・燃料（ガソリン）やオイルの漏れ、エンジン・バッテリ周りの可燃物

の堆積などを点検してください。 

★「操作編 ２．１．１ 見回り点検」の項を参照してください。 

・燃料量・作動油タンク油量・エアクリーナの目詰まり・電気配線損傷・

安全装置の作動確認などを点検してください。 

 ★「点検整備編 ７．４ 作業開始前点検」の項を参照してください。 

・各操作レバーが「中立」位置にあることを確認してください。 

 また、各操作レバーの動作が正常であることを確認してください。 

上記の結果、不具合があれば必ず修理してください。 

 

 

 

エンジン始動時の注意 

・エンジンを始動するときは、機械の周囲に人がいないか、障害物がないか確認してください。 

・スタータ回路をショート（短絡）してのエンジン始動はしないでください。火災の恐れがあります。 
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２．２ エンジン始動後 

エンジン始動後の点検 

エンジン始動後の点検を怠ると機械の異常の発見が遅れ、人身事故や機械の損傷の原因になります。 

点検するときは、障害物のない広い場所で行ってください。また、機械の近辺に人を近づけないでください。

・荷台の作動状況、機械の走行状況などを点検してください。 

・機械の音・振動・熱・臭いや機器の異常、エアー漏れ・油漏れ・燃料漏れなどを点検してください。 

特に燃料漏れには注意してください。 

・異常を発見したときは、必ず故障箇所を修理してください。 

未整備のまま使用すると、思わぬ人身事故や機械の故障を起こす恐れがあります。 

 

機械の発進時の注意  

重大なけがや死亡事故を防ぐため、機械を動かす前は、つぎの事項を厳

守してください。 

・機械を右図のような「走行姿勢」にしてください。 

荷台を上昇させた状態で走行してはいけません。 

・荷台のリフト下降操作をし、荷台を完全に台車に降ろしてください。

・荷台のダンプ下降操作をし、荷台を完全に台車に降ろしてください。

★「操作編 ２．５ 機械の走行姿勢」の項を参照してください。 

・発進する前に再度周囲に人がいないか、障害物がないか確認してくだ

さい。 

・発進するときは、周囲の安全を確認してください。 

・本機械の走行操作は、必ず操作盤の走行レバーの前に立って行ってく

ださい。機械が発進したときは、機械の移動速度と合わせて歩いてく

ださい。 

・本機械は、荷台に人を乗せたり、荷物をアオリ及び荷台以外に載せて、

走行することはできません。 

 

 

前後進・進路変更時の注意  

重大なけがや死亡事故を防ぐため、機械を動かすときは、つぎの事項を

厳守してください。 

・前進から後進または後進から前進に切り換えるときは、早めにスピー

ドを落とし、機械が停止してから切り換えを行ってください。 

・前後進の切り換えや進路変更を行うときは、声を出して周りの人に知

らせてください。 

・機械の周囲に人がいないことを確認してください。 

特に機体の前方には視界が遮られる範囲があるので、必要に応じて機

械を停止し、前方や周囲に人がいないことを確認してください。 

・危険な所や見通しの悪い場所では、誘導員を配置してください。 

・進行方向・進路変更方向に人が入らないようにしてください。 
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走行中の注意  

重大なけがや死亡事故を防ぐため、機械の走行中は、つぎの事項を厳守

してください。 

・わき見運転などをすると危険ですのでしないでください。 

・スピードの出し過ぎや急発進・急停止・急旋回・蛇行運転は危険です

のでしないでください。 

機械は、歩く速度に合った走行速度を保ってください。 

・後進で走行するときは、運転者の方は特に足元に注意してください。

機械をゆっくりとした速度に落し、障害物や地面の凹凸に足を取られ

ないように、慎重に走行してください。 

・運転中に機械の異常（音・振動・臭い・燃料漏れ・油漏れなど）を発

見したら、直ちに機械を安全な所に停車して原因を調べてください。

・急激な進路変更操作を行わないでください。機械のバランスを崩した

り、機械または近辺の構造物を破損させる原因となります。 

・不整地を走行するときは、足をとられないようにできるだけ低速で走

行し、進路変更するときは急激な操作は避けてください。 

・障害物は、できるだけ乗り越えないようにしてください。 

やむを得ず乗り越えるときは、できるだけ低速で走行してください。

また機械が極端に傾く（１０度以上）障害物の斜め乗り越えをしないで

ください。 

・走行中は、他の機械および構造物との接触事故防止のため、余裕のあ

る距離を保ってください。 

・水中での走行または浅瀬を渡るときは、まず地盤の状態・深さ・水の

流速を調べて、許容水深を超えないようにしてください。 

 ★「操作編 ２．１２ ［２］許容水深」の項を参照してください。 

・私有地の橋や構造物の上を通過するときは、機械の質量に耐えられる

か事前に確認してください。また、公道については、所轄事業所に確

認して、その指示に従ってください。 

 

 

傾斜地での走行に注意  

重大なけがや死亡事故を防ぐため、やむを得ず傾斜地を走行するときは、

つぎの事項を厳守してください。 

・傾斜地を走行するときは、運転者の方は必ず機械の山側になる位置で

操作してください。 

・傾斜地を走行するときは、転倒と横滑りに注意してください。 

・傾斜地での方向転換、横切り走行はしないでください。一旦平地に降

りてから迂回するなど安全走行をしてください。 

★「操作編 ２．１２ ［３］上り坂、下り坂時の注意」の項を参照してくだ

さい。 

・草や落ち葉の上やぬれた鉄板の上は、わずかな傾斜でも思いのほか横

滑りします。機械が傾斜に対し、極力横向きにならないようにして、

スピードは控え目にしてください。 

・下り坂を走行するときは、低速度でゆっくり走行してください。また、

必要に応じてブレーキ（走行レバーを中立）を効かせてください。 
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不安定な地盤での転倒に注意  

重大なけがや死亡事故を防ぐため、やむを得ず不安定な地盤を走行する

ときは、つぎの事項を厳守してください。 

・軟弱地には入らないでください。機械の脱出が困難になります。 

・がけ・路肩・深い溝の付近の地盤は不安定なので、できるだけ近寄ら

ないでください。 

機械の質量や振動で地盤が崩れると、機械が転倒したり、転落するこ

とがあります。特に、雨上がりや発破後・地震後の地盤は崩れやすい

ので、注意してください。 

・盛土の上、掘った溝の付近は不安定なので、できるだけ近寄らないで

ください 

機械の質量や振動で崩れ、機械が傾くことがあります。 

 

 

積雪・凍結時の注意  

重大なけがや死亡事故を防ぐため、やむを得ず積雪地・凍結路面を走行

するときは、つぎの事項を厳守してください。 

・積雪地・凍結路面は、わずかの傾斜でも滑りますので、走行するとき

はスピードを控えめにし、急発進・急停止・急旋回を避けてください。

特に上り坂、下り坂では滑りやすく危険です。 

・凍結路面は、気温の上昇とともに地盤が軟弱になって、機械の走行な

どが不安定になります。十分に注意してください。 

・寒冷時には、手、指などで直接金属面に触れないでください。 

厳寒時に機械の金属面に触れると、皮膚が金属面に凍りつく恐れがあ

ります。 

・機械の上に雪や氷などが積もっていると、安全銘板類の判読が困難に

なりますので、取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

駐車時の注意  

・駐車する場合は、水平な路面で落石や土砂崩れのない、低地で冠水の

心配のない所に止めてください。 

・やむを得ず傾斜地に機械を止めるときは、機械が動かないようにブロ

ックで歯止めをしてください。 

・路上駐車するときは、他の通行する機械からはっきり確認できるよう

に、通行を妨げない範囲で旗・防護柵・照明その他、注意標識を設置

してください。 

・機械から離れるときは、エンジンを停止してください。 

スタータキーは必ず持ち帰り、決められた場所に保管してください。
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寒冷時の注意  

・作業終了後、ワイヤハーネス・コネクタ①・スイッチ類・センサなど

に、水滴、雪、泥などが付着している場合は、拭き取り、覆いをして

ください。 

浸入した水滴などが凍結すると、つぎの使用時に機械が誤作動をして、

予期せぬ事故の原因になります。 

・暖機運転を十分に行ってください。 

十分な暖機運転をしないで操作レバーやスイッチ類を操作すると、機

械の反応が鈍く、予期しない事故の原因になります。 

・エンジン始動直後は、エンジンの急激な加速は避けてください。 

・操作レバーを「下」に操作して油圧をリリーフ（油圧回路圧力セット

圧以上に上昇させて作動油タンクへ圧油を逃がす）させ、油圧回路の

油温を暖めてください。機械の反応を良くして、誤作動を防止します。

・バッテリ液が凍っているときは、バッテリを充電したり、エンジンを

別の電源で始動しないでください。 

バッテリに引火する恐れがあります。 

充電または別の電源で始動するときは、バッテリ液を解凍させて、バ

ッテリ液漏れなどがないことを確認してから行ってください。 
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２．３ 作業時の注意事項 

作業開始前の点検 

安全装置や荷台の作動が正常であることを確認してください。 

・無負荷にて、ダンプ操作レバーおよびリフト操作レバーを操作して、荷台が異常なく作動することを確認し

てください。 

異常があれば直ちに修理してください。 

 

作業現場の注意  

・作業現場は、できるだけ水平で強固な場所を選んでください。 

傾斜地や凹凸が大きい場所は、ダンプ操作やリフト操作したときに伴

う荷の重心移動によって、転倒する危険があります。 

特にリフト上限時のダンプ操作は、非常に不安定な状態になりますの

で、地盤を養生してください。 

・がけや土砂崩れの恐れがある場所は、できるだけ避けてください。 

やむを得ず作業を行うときは、土止めや車止めを設けたり、誘導員を

配置するなどの安全措置をしてください。 

・視界の悪い場所や天候では、無理に作業をすると危険です。 

暗い場所では、照明設備などを配置し、明るさを確保してください。

悪天候（雨、霧、雪など）のため視界が悪いときは、作業を中止して

天候が回復するのを待ってください。 

 

 

積み荷の注意  

・機械の性能以上の荷を積み込むことは禁止されています。最大積載量

を守ってください。 

荷台にサイドラック（差し板）などを設けて、荷台を広げて積み込む

などもやめてください。 

・荷を積み込むときは、荷台に平均に分布するようにしてください。 

片寄った積み込み方は、機械が不安定になり、転倒する恐れがありま

す。 

・Ｕ字溝やコンクリートブロックなどを重ね積みするときは、敷き板を

したり、ロープなどで固定し、荷が滑り落ちないようにしてください。

・石材や木材、鉄骨などの長尺物の荷は、運搬中に荷崩れや大きく揺れ

ないように荷の重心位置などを考慮して積み込んでください。 

積み込んだ荷は、ロープなどでしっかりと固定してください。 

必要なら荷に当て物などをし、ロープがずれないようにしてください。

「操作編 １．３ 荷台」の項を参照し、長尺物を積載できるように荷

台をセットしてください。 

・積み込み機械のバケットやクレーンのフックなどを荷台に打ち当てな

いようにしてください。 
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作業時の注意  

・荷台を操作するときは、必ず周囲の安全を確認してください。必要が

あれば誘導員を配置し、その合図に従ってダンプ操作をしてください。

・荷台を上昇させたままの運搬は、絶対に行ってはいけません。 

機械が転倒し、重大な人身事故を招く恐れがあります。 

・操作レバーの操作は、できるだけゆっくりと行ってください。 

荷台を急激に止めたり、荷台を台車に衝突させるような降ろし方は、

機械に大きな衝撃を与えて損傷させたり、機械が転倒する危険があり

ます。 

・荷台に人を乗せて高所作業車の替わりに使用するなど、主用途以外に

使用しないでください。 

絶対に荷台に人を乗せてはいけません。 

・温度変化に伴って、各シリンダの作動油の体積は変わります。 

荷台を上昇させたまま停止しておくと、時間の経過にしたがって油温

が低下して作動油の体積が減少し、荷台が下降します。 

積み荷を降ろし終えた後は、荷台を降ろして格納してください。 

・荷台を上げたままでは、運転操作位置を離れないでください。 

運転操作位置から離れるときは、一旦荷台を降ろして格納してくださ

い。 

・やむを得ず荷台をダンプ上昇させたまま運転操作位置を離れるときは、

荷台落下防止のため、必ず右図のように荷台落下防止棒①を使用して、

荷台が落下しないようにしてください。 

・やむを得ず荷台をリフト上昇させたまま運転操作位置を離れるときは、

荷台落下防止のため、必ず右図のように荷台フレームのレール④に木

材②などをはさんで、リフトアーム③のローラ⑤が動かないようにし、

荷台が落下しないようにしてください。 

★木材②の寸法 

幅：３０～５０ｍｍ、高さ：３０～４５ｍｍ、長さ：３５０～４００ｍｍ 

 

 

気象情報に注意 

・雷のときは、落雷の危険がありますので、作業を中止し、すぐに荷台を格納してください。 

・強風のときは、荷台をリフト上昇操作して積み荷を降ろすと、強風を受けて機械が振れ、不安定になり危険

です。強風で機械が振れるときは、すぐに荷台を格納してください。 

荷台後方からの強風は、機械の転倒を生じさせる恐れがあります。十分に注意して作業をしてください。 

・地震発生時は作業を中止して、おさまるまで待ってください。 

 

 

 

 

2-13 



３．輸送時の注意事項 

積み込み、積みおろし時の注意  

・機械の積み込み・積みおろし作業は、危険が伴いますので、特に注意

してください。 

・機械の積み込み・積みおろし作業は、水平で強固な場所を選んでくだ

さい。また、路肩との距離を十分にとってください。 

・道板の角度は、必ず15度以下で使用してください。また、道板の間隔

は、ゴムクローラの中心に合わせて設定してください 

・機械の積み込み・積み卸し時は、機械を必ず「走行姿勢」にしてくだ

さい。 

★ 「操作編 ２．５ 機械の走行姿勢」の項を参照してください。 

・機械の積み込みは、必ず後向きで行ってください。前向きで行うと転

倒の危険があります。また、運転者の方は、必ずトラックの荷台側に

位置するようにしてください。 

・積み込み・積みおろしは、エンジン回転をローアイドリング（低速回

転）にし、低速走行でゆっくり操作してください。 

・道板は、幅・長さ・厚さを十分に強度があり、安全に積み込み・積み

おろしのできるものを使用してください。 

道板のたわみ量が多いときは、ブロックなどで補強してください。 

・機械が道板上で横滑りしないように足回りの泥などを落としてくださ

い。道板上のグリース、オイルや氷等の付着物を取り去り、きれいに

しておいてください。 

特に雨の日は、滑りやすいため十分注意してください。 

・道板上では絶対に進路修正をしないでください。進路修正する場合は、

いったん道板から降りて方向を直してください。 

・トラックの荷台の上で方向転換操作をするときは、足場が不安定です

ので、ゆっくり操作してください。 

・機械の積み込み後、機械が動かないように角材をかませて、ワイヤロ

ープなどで確実に固定してください。 

★「操作編 ４．１ 積み込み・積みおろし方法」の項を参照してください。

★「操作編 ４．３ 積載時の注意」の項を参照してください。 

 

 
 

 

輸送時の注意 

輸送するときは、関係法令にしたがって安全に行ってください。 

詳細は、「操作編 ４．輸送」の項を参照してください。  
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クレーンによる積み込み、積みおろし時の注意  

機械をクレーンで吊り上げて積み込み・積みおろしするときは、つぎの

事項に注意してください。 

・機械を吊り上げるときは、必ず「走行姿勢」にしてください。 

また、荷台の前アオリ、左右側アオリは取り外してください。 

機械の重心位置は、機械の姿勢が「走行姿勢」状態で決められていま

す。 

★「操作編 ２．５ 機械の走行姿勢」の項を参照してください。 

・機械を吊り上げるときは、左右トラックフレームに付属している吊り

フック③にナイロンスリング①の端末を掛け、フック②に掛けてくだ

さい。機械の吊り姿は、４点掛けにしてください。 

・吊り上げに使用するクレーンおよびナイロンスリング①は、機械の質

量（重量）に対して、十分強度のあるものを使用してください。 

・機械を長時間（１０分間以上）吊り続けるときやヘリコプターを使用し

て運搬するときは、右図のような運搬用具を使用し、安全に作業して

ください。 
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４．バッテリ取り扱い時の注意事項 

バッテリの取り扱い注意  

バッテリ液には希硫酸が含まれ、また、水素ガスも発生して取り扱いを

誤ると人身事故や、火災の原因になりますので、つぎの事項を厳守して

ください。 

・バッテリにたばこなどの火気を近づけないでください。 

・バッテリを扱う場合は、必ず保護めがね・ゴム手袋を着用してくださ

い。 

・バッテリ液が衣服や皮膚に付着したときは、すぐに多量の水で洗い落

としてください。 

・バッテリ液が目に入ったときはすぐに水で洗い、至急医師の治療を受

けてください。 

・バッテリ液を誤って飲んだときは、すぐに多量の水もしくはミルクま

たは、生卵もしくは植物油を飲み、至急医師の治療を受けてください。

・バッテリ上面など清掃するときは、湿ったきれいな布でふいてくださ

い。ガソリンやシンナなどの有機溶剤・洗剤を使用してはいけません。

・バッテリキャップはしっかり締めてください。 

・バッテリ液が凍っているときに、バッテリを充電したり、エンジンを

別の電源で始動してはいけません。バッテリに引火する恐れがありま

す。 

・充電または別の電源で始動するときは、バッテリ液を解凍させて、バ

ッテリ液漏れなどがないことを確認してから行ってください。 

・バッテリの充電は、必ず機体から取り外して行ってください。 

 

 

 

 

 

ブースタケーブルを使用しての始動時の注意  

ブースタケーブルの接続方法を間違えると、火災の原因となりますので、

つぎの事項を厳守してください。 

・エンジンの始動は２人で行い、１人は運転操作位置に立って行ってく

ださい。 

・ほかの機械を使用して始動する場合、正常機械と故障機械が接触しな

いように注意してください。 

・ブースタケーブル接続時、正常機械・故障機械ともに、スタータスイ

ッチキーを「ＯＦＦ」（切）の状態にしてください。 

・ブースタケーブル接続時に逆接続を〔(+)と(-)、(-)と(+)を接続〕し

ないでください。 

・取り付けは(+)端子から行い、逆に取り外しは(-)端子(アース側)から

行ってください。 

・最後のアース接続は、故障機械のバッテリの(-)端子に接続してくださ

い。 

★「操作編 ７．４ ブースタケーブルを使用しての始動」の項を参照し

てください。 

・ブースタケーブルを外すときは、ブースタケーブルのクリップ同士の

接触や、クリップと機械の接触を避けてください。 
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バッテリの充電時の注意  

バッテリを充電する場合に取り扱いを誤るとバッテリが爆発する危険が

ありますので、本機械および充電器に添付の取扱説明書に従って、下記

の事項を厳守してください。 

★「操作編 ７.３ バッテリ充電時の注意事項」の項を参照してくださ

い。 

・充電器は風通しの良い所に運び、バッテリキャップを取り外してくだ

さい。水素ガスを拡散して爆発を防止できます。 

・充電するバッテリの電圧に合わせて、充電器の電圧を調整してくださ

い。電圧の調整を間違えると充電器の過熱発火による爆発の原因とな

ります。 

・充電器の(+)充電クリップをバッテリの(+)端子に、つぎに(-)充電クリ

ップをバッテリの(-)端子にしっかりと固定してください。 

・充電電流は、バッテリの定格容量の1/10以下の値、急速充電の場合は、

バッテリの定格容量の値以下に設定してください。 

・充電電流が過大になると、液漏れや液枯れによる引火爆発の恐れがあ

ります。 
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５．整備に関する注意事項 

５．１ 整備前の注意事項 

故障連絡 

当社の取扱説明書にない整備を行うと、思わぬ故障の原因になります。 

当社または当社販売サービス店に修理をご依頼してください。 

 

洗浄してから点検・整備  

・点検・整備をする前に機械を洗浄し、機械にごみが入らないようにす

ると共に、安全に整備できるようにしてください。 

・整備する機械が汚れたままの点検・整備は、不具合箇所の発見を難し

くするだけでなく、ごみや泥が目に入ったり、スリップして転倒し、

けがをする危険があります。 

・洗車するときは、つぎの事項を厳守してください。 

・スリップ止め付きの靴を使用し、足場のぬれによる滑り転倒を防止

してください。 

・高圧スチーム洗車機を使用するときは、保護具類を着用してくださ

い。高圧水に触れて、肌が切れたり、泥などが飛び目に入る事故を

防止してください。 

・電気系統（各種センサ・コネクタ類）①に水を直接かけないでくだ

さい。電気系統に水が入ると作動不良を起こし、誤作動の原因とな

ることがあり危険です。 

 

 

 

 

作業場所の整理・整頓 

作業場所は、邪魔になるような工具・ハンマなどは片付け、グリース・油など滑りやすい物は拭き取って、安

全に作業できるように整理・清掃してください。 

作業場所を乱雑にしておくと、つまずき・滑りなどで転倒して、けがをする恐れがあります。 

 

共同作業は指揮者の指示で 

機械の修理、または作業装置の取り外し・取り付けの作業を行うときは、作業を指揮する人を決め、その人の

指示に従ってください。 

共同作業時は、作業者間の意思伝達の食い違いによる、思わぬ事故を起こす危険があります。 

 

適切な工具の使用  

破損もしくは劣化した工具の使用、または使用目的以外で工具を使用し

ないでください。整備作業に合った工具を使用してください。 

頭のつぶれたタガネ、ハンマの破片などが目に入ると、失明の恐れがあ

ります。 
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照明器具の取り扱い  

・燃料・オイル・バッテリ液などを点検する場合は、防爆仕様の照明器

具を使用してください。防爆仕様の照明器具を使用しないと、引火し

爆発の危険があります。 

・暗い場所で照明器具を使用しないで作業をすると、けがなどの恐れが

あります。必ず照明器具を使用してください。 

暗いからといって、ライタなどの火気を照明がわりにしないでくださ

い。火災の危険と、バッテリのガスに引火して爆発する恐れがありま

す。 

 

 

 

点検・整備はエンジン停止  

・点検・整備する場合は、必ず「水平で固い」「落石や土砂崩れのない」

「低地で冠水の心配のない」場所に機械を止めて、荷台を完全に降ろ

して台車に格納し、エンジンを停止してください。 

・各操作レバーを前後方向に２～３回繰り返し操作して、油圧回路の残

圧を抜いてください。 

・ゴムクローラが動かないように、歯止めをしてください。 

・整備に従事される方は、動いている部分に身体や服が触れないように

注意してください。 

 

 

 

火災発生の危険防止  

整備時は、燃料・バッテリなど引火する危険のあるものも取り扱います

ので、つぎの事項を厳守してください。 

・燃料など燃えやすい油脂類は、火気から離して保管してください。 

・燃料やオイルの補給中は、持ち場を離れないでください。 

・部品などの洗浄油は不燃性のものを使用し、軽油やガソリンなど引火

の恐れのあるものは使用しないでください。 

・点検・整備しながら、タバコを吸わないでください。タバコは決めら

れた場所で吸うようにしてください。 

・燃料・油・バッテリ液などを点検する場合は、防爆仕様の照明器具を

使用し、ライタ・マッチなどを照明代わりに使用しないでください。

・電気接続部のゆるみや損傷によりショート（短絡）を起こし、火災の

原因となります。作業開始前点検時に点検してください。 

点検・整備場所の近くに消火器のあることを確認しておいてください。
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５．２ 整備中の注意事項 

関係者以外の立入禁止 

整備中は必要な作業員以外は立ち入らせてはいけません。 

また、必要に応じて監視員を置いてください。 

特に研磨や溶接作業・打ち込み作業時は注意してください。 

 

点検中、異常を発見したときの処置 

・点検中、異常を発見したときは、必ず修理をしてください。 

不具合を修理しないで使用すると、人身事故の原因になります。 

・故障の内容によっては、当社または当社販売サービス店に修理をご依頼してください。 

 

工具・部品を機械内に落とさない 

・点検窓やタンクの給油口を開けて点検する場合は、ボルト・ナットおよび工具類を機械の中に落とさないで

ください。 

物を落とすと、機械の破損、機械の誤動作の原因となって、事故につながる恐れがあります。 

万一落ちたときは、必ず取り出してください。 

・ポケットの中に、点検に必要な物以外は入れて置かないでください。 

 

騒音注意 

周囲の騒音が大きいと難聴になったり、聞こえなくなる恐れがあります。エンジン整備作業など、長時間騒音

にさらされる場合、耳カバーまたは耳栓を付けてください。 

 

エンジン運転中の整備は２人以上で  

事故防止のため、エンジン運転状態での整備はしないでください。 

やむを得ずエンジン運転状態で整備する場合は、つぎの事項を厳守して

ください。 

・１人が運転操作位置に立ち、いつでもエンジンを停止できる状態で、

互いに連絡を取り合ってください。 

・回転部分の近くで作業する場合、巻き込まれる危険があるので特に注

意してください。 

・操作レバー類には触らないでください。やむを得ず操作レバーを動か

すときは、必ず相手に合図をして安全な所に退避させてください。 

 

 

 

ハンマ作業時の破片に注意  

ハンマ作業時は、保護めがね・ヘルメットなどの保護具を着用して、真

鍮棒などをハンマとの間にかまして打撃してください。 

ピン・ベアリングなどの固い金属部品に打撃を与えると、破片が目に入

り負傷する危険があります。 
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機械上での作業時の注意  

・機械上での整備作業は、足場の整理・整頓をして転落しないようにし、

つぎの注意事項を厳守してください。 

・油・グリースをこぼさないでください。 

・工具を散らかさないでください。 

・歩行時の足元に注意してください。 

・機械の上から絶対に飛び降りはしないでください。 

機械への昇降時は、踏み台を使用し、身体を手と足の３箇所（両足と

片手または両手と片足）以上で確実に保持して行ってください。 

・作業に応じて保護具を使用してください。 

・スリップによる転落、あるいは転倒などの人身事故の防止のため、マ

シナリカバーの上は、絶対に乗らないでください。 

 

 

 

燃料・オイル補給中の注意  

燃料・オイルなどに火気を近づけると引火の恐れがあります。 

特に燃料はガソリンを使用していますので、つぎの事項を厳守してくだ

さい。 

・給油中は、エンジンを停止してください。 

・給油中は、タバコを吸わないでください。 

・こぼれた燃料・オイルは、すぐに拭き取ってください。 

・燃料・オイルのキャップは、しっかり締めてください。 

・換気の良い場所で、燃料・オイルの補給作業を行ってください。 

・燃料やオイルの補給中は、持ち場を離れないでください。 

 

 

 

 

荷台の下での作業時の注意  

・機械は、水平で強固な場所に駐車してください。 

・荷台をダンプ上昇させたまま荷台の下で整備するときは、荷台落下防

止のため、必ず右図のように荷台落下防止棒①を使用して、荷台が落

下しないようにしてください。 

・荷台をリフト上昇させたまま荷台の下で整備するときは、荷台落下防

止のため、必ず右図のように荷台フレームのレール④に木材②などを

はさんで、リフトアーム③のローラ⑤が動かないようにし、荷台が落

下しないようにしてください。 

★木材②の寸法 

幅：３０～５０ｍｍ、高さ：３０～４５ｍｍ、長さ：３５０～４００ｍｍ 
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溶接補修時の注意 

溶接を行うときは、設備の整った場所で行うとともに、溶接は有資格者の方が行ってください。 

溶接時には、ガス発生や、火災・感電などの恐れがありますので、無資格者の方は絶対にしないでください。

溶接の有資格者の方は、つぎの事項を厳守してください。 

・バッテリの爆発防止のため、バッテリ端子を外してください。 

・溶接箇所の塗装は、ガス発生防止のために、はがしてください。 

・油圧機械類や配管類、あるいはその近くを加熱すると、可燃性の蒸気や噴霧が発生して引火する危険があり

ます。加熱は避けてください。 

・圧力のかかった配管やゴムホースを直接加熱すると、突然切れることがあります。防火覆いをしてください。

・保護具を着用してください。 

・換気を良くしてください。 

・可燃物を片付け、消火器を準備しておいてください。 

・電装品付近にはアースをとらないでください。電装品が故障する恐れがあります。 

 

バッテリ端子を外す  

電気系統を修理する場合や電気溶接を行う場合は、バッテリの(-)端子を

外して電気の流れを止めてください。 

★「操作編 ７．バッテリの取り扱い」の項を参照してください。 

 

 

ゴムクローラの張り調整時の注意  

・ゴムクローラの張り調整装置の内部には、グリースが封入されていま

す。グリースは、ゴムクローラの張力によって高圧になっています。

つぎの注意事項を守らないでグリースを抜くと、グリースバルブが飛

び出して重大な事故を招く恐れがあります。 

・張り調整用のグリースバルブは、１回転以上ゆるめてはいけません。

グリースバルブが飛び出す危険があります。 

・張り調整を行う場合は、グリースバルブの正面に身体を置かないよう

にし、危険を回避してください。 

★「点検整備編 ７．３ ［３］ゴムクローラの張り点検・調整」の項を参

照してください。 
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高圧ホースの取り扱い注意 

高圧ホース類からオイルが漏れると、火災や作動不良による人身事故の原因になります。 

ホース類の損傷・ボルトのゆるみなどを発見したときは、作業を中止して当社または当社販売サービス店に修

理をご依頼してください。 

・高圧ホース類の交換には、熟練した技術が必要です。また、ホースの種類・サイズによって、締め付けトル

クが決まっています。 

お客様での修理はやめてください。 

・以下のような状況が発見されたら、その部品を交換してください。 

・ホース口金の損傷または漏れ。 

・被覆部の擦傷や切断およびワイヤの強化層の露出。 

・被覆部が部分的に膨張している。 

・ホースの可動部に「ねじれ」または「つぶれ」の兆候がある。 

・被覆部に異物の埋設。 

・ホースの口金の変形。 

 

高圧油の注意  

高圧の配管・ホースを点検・交換するときは、油圧回路の圧力が抜けて

いることを確認しないと、人身事故につながります。 

つぎの事項を厳守してください。 

・圧力が無くなる前に、点検・交換作業を行わないでください。 

・保護めがね・革手袋を着用してください。 

・配管・ホースの漏れがあるときは、配管・ホースまたはその近辺がぬ

れているので、配管の亀裂・ホースのひび割れ・膨れがないか点検し

てください。 

発見困難な場合は、必ず当社または当社販売サービス店に修理をご依

頼してください。 

・小さい穴からの高圧油の漏れは、皮膚や目に当たると皮膚に穴が開い

たり失明する危険があります。 

高圧油により皮膚や目に重大な傷害を受けた場合には、滑水で洗い落

とし、至急医師の治療を受けてください。 

 

 

 

 

高温時の注意  

エンジン稼働停止直後は、エンジン、各部オイル、排気マニホールド・

マフラなどが高温になっています。 

この状態でキャップを外したり、排油・フィルタ交換などの整備を行う

と、やけどする原因になります。 

温度が下がるのを待ち、本書に記載されている手順に従って、点検・整

備を実施してください。 

★「点検整備編 ７．４ 作業開始前点検」：エンジンオイルの油量点検、

作動油タン内油量の点検。 

★「点検整備編 ７．５ １ヶ月（５０時間）ごとの整備」：エンジンオイルの

交換 

★「点検整備編 ７．７ ６ヶ月（５００時間）ごとの整備」：作動油タンク内オ

イルおよび作動油リターンフィルタの交換 
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点検・整備後の確認 

点検・整備項目の実施もれ、整備した箇所の機能・動作確認などを実施しないと、予期せぬ不具合が発生し、

人身事故につながります。 

つぎの事項を厳守してください。 

・エンジン停止時の確認 

・点検・整備箇所の抜けがないか。 

・点検・整備箇所が間違いなく行われているか。 

・工具・部品類が落ちていないか、特に内部、レバー関係のリンク機構に挟まると危険です。 

・油漏れ・ボルトの締め忘れなどがないか。 

・エンジン運転時の確認 

エンジン運転時の確認は、「エンジン運転中の整備は２人以上で」の項を参照して、安全に十分注意してく

ださい。 

・点検・整備箇所の作動は正常か。 

・エンジン回転を上げ油圧に負荷を掛けたとき、油漏れなどないか。 

 

廃物処理時の注意  

人や動物が住む地域の環境汚染を防ぐため、つぎの事項を厳守してくだ

さい。 

・下水道・川などに廃油を捨てないでください。 

・機械からのオイルは、必ず容器に排油してください。 

けっして地面に直接排油しないでください。 

・オイル・溶剤・フィルタ・バッテリなどの有害物を処分するときは、

適用される法規・規則に従ってください。 
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６．安全ラベルの貼り付け位置 

これらのラベルは、いつもきれいにしておいてください。 

紛失した場合は、再度貼り付けるか、新品と交換してください。 

下記に示す、安全ラベル以外にもラベルがありますので同様に取り扱ってください。 
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① 走行・トラック積み降ろしの注意（９１５－３３３７４００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ガソリンに注意（１０１－４５６７１００）        ③ 荷台の危険注意（９１５－４４６１４００） 

 

 

 

 

 

 

 

④ マフラー高温の注意（１０３－４５４６７００） 
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⑤ 作動油高圧の注意（３５９－４４８２１００）  ⑥ 運転・点検整備時の注意・スタータスイッチの注意 

2-28 

（９１５－４４６１７００） 

機械の運転、整備、分解、組立、輸送などの前に取扱説明書を

必ず読んでください。 

 

 

 

 

        

 
 

 

 

 

 

 

⑦ 荷台接触の注意（７１１－４０７８２００）   ⑧ 本体重量（９１５－４４６１６００） 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 最大積載量（９１５－４４６１５００） 

 

 

 

 

 

 

⑩ 最大積載量の注意（９１５－４４６２０００） 
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１．各部の名称 

１．１ 機械各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 荷台 ⑧ アクセルレバー 

② 作動油タンク（マシナリカバー内部） ⑨ エンジン 

③ マシナリカバー ⑩ ゴムクローラ 

④ 燃料タンク（エンジン上部） ⑪ フロントアイドラ 

⑤ リフト操作レバー ⑫ トラックローラ 

⑥ 走行レバー ⑬ タンデムトラックローラ 

⑦ ダンプ操作レバー ⑭ 走行モータ・スプロケット 
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１．２ 操作部各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① リフト操作レバー ⑥ ２速走行切換スイッチ 

② 左走行レバー ⑦ チョーク 

③ 右走行レバー ⑧ ヒューズ（１０Ａ） 

④ ダンプ操作レバー ⑨ スタータスイッチ 

⑤ アクセルレバー  
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１．２．１ 各操作レバーの説明 

[１] アクセルレバー 

エンジンの回転数や出力の調整を行うときに使用します。 

・ローアイドリング：レバーを右方向に回してください。 

・フ ル 回 転 ：レバーを左方向に回してください。 

補足説明 

作業に必要なエンジン回転数の位置で、レバーから手を離してくだ

さい。レバーはその位置で止まります。 

 

 

[２] 左右走行レバー 

機械の前後進、停車、旋回および走行速度を調整するときに使用しま

す。 

・前 進：左右のレバーを同時に前方に押してください。 

・中 立：左右のレバーへの力を同時にゆるめてください。 

レバーは「中立」の位置に戻って自動的にブレーキが効き、

機械はその場で停止します。 

・後 進：左右のレバーを同時に手前に引いてください。 

・左 折：左のレバーを「中立」の位置に戻してください。 

・右 折：右のレバーを「中立」の位置に戻してください。 

・超信地旋回：左右のレバーをそれぞれ反対方向に操作してください。 

左右のクローラがそれぞれ反対方向に回転し、超信地旋

回（スピンターン）ができます 

 

[３] ダンプ操作レバー 

荷台の「上昇」および「下降」のダンプ操作を行うときに使用します。 

・上 昇：レバーを前方に押してください。 

・中 立：レバーへの力をゆるめてください。 

レバーは「中立」の位置に戻り、荷台はその位置で停止し

ます。 

・下 降：レバーを手前に引いてください。 

 

[４] リフト操作レバー 

荷台の「上昇」および「下降」のリフト操作を行うときに使用します。 

・上 昇：レバーを前方に押してください。 

・中 立：レバーへの力をゆるめてください。 

レバーは「中立」の位置に戻り、荷台はその高さで停止し

ます。 

・下 降：レバーを手前に引いてください。 
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１．２．２ 各スイッチの説明 

［１］ スタータスイッチ 

 
作業終了時には、必ずスタータスイッチを「ＯＦＦ」（切）の位置に

してください。 

 

エンジンの始動および停止操作をするときに使用します。 

・ＯＦＦ（切）   ：キーの出し入れができ、すべての電気系統のス

イッチが切れ、エンジンが停止します。 

・ＯＮ（入）   ：すべての回路に電気が流れます。 

・ＳＴＡＲＴ（始動）：エンジンが始動する位置です。 

エンジンが始動したら、キーから手を離してく

ださい。キーは自動的に「ＯＮ」（入）の位置

に戻ります。 

 

［２］ チョークレバー 

エンジンが始動しにくい場合は、チョークレバーを閉の位置まで回し

てから、再度エンジン始動操作をしてください。 

エンジンが始動したら、チョークレバーを開の位置に戻してください。 

エンジンが冷えている場合はチョークレバーを閉の位置まで回してか

ら、エンジン始動操作を行ってください。 

エンジンが暖まっているときは、チョークレバーを開閉の中間の位置

まで回してから、エンジン始動操作を行ってください。 

エンジン始動後、エンジンの調子を見ながら徐々にレバーをチョーク

全開位置に戻してください。 

 

[3] ２速走行切換スイッチ 

 

・２速走行切換スイッチを操作するときは、必ず機械を停止させてから行ってください。 

走行中に切り換えると機械に大きな衝撃を与え、故障を起こす原因になるばかりでなく、思わぬ事故を引き

起こす原因になります。 

・傾斜地を走行するときは、必ず２速走行切換スイッチを「ＯＦＦ」（低速）位置にしてください。 

「ＯＮ」（高速）位置で走行すると、降坂時、オーバランを起こす原因になります。 

・荷を積載して走行するときは、必ず２速走行切換スイッチを「ＯＦＦ」（低速）位置にしてください。 

「ＯＮ」（高速）位置で走行すると、荷崩れや機械の走行操作ミス等を起こす原因になります。 

 

機械の走行速度のレンジを切り換えるときに使用します。 

・ＯＮ （高速）：スイッチを上方に倒してください。 

・ＯＦＦ（低速）：スイッチを下方に倒してください。 

アドバイス 
高速と低速レンジでは、エンジン回転数および走行レバーの操作位

置を同じにしても、走行速度が変わります。 
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１．２．３ ヒューズの説明 

 

ヒューズを点検、交換するときは、必ずスタータスイッチを「OFF」（切）の位置にしてください。 

 

アドバイス 
ヒューズは、電装品や配線を焼損から保護します。 

・ヒューズは、管ヒューズを使用しています。ヒューズが腐食して白い粉をふいていたら、必ず交換してくだ

さい。 

・ヒューズが溶断していた場合は、必ずその回路の原因を調べ、修理してから交換してください。 

・ヒューズを交換する場合は、必ず同容量（１０Ａ）の管ヒューズと交換してください。 

・ヒューズの代用として針金などを使用してはいけません。 

 

ヒューズの点検・交換は、つぎの手順で行ってください。 

１．操作部上のヒューズホルダを左方向（反時計回り）に回し、取り

外してください。 

 

２．取り外したホルダ内のヒューズの点検・交換をしてください。 

 

３．新品または点検後のヒューズをホルダ内に入れ、右方向（時計回

り）に回してください。 

 

 

3-6 



１．３ 荷 台 

１．３．１ 前アオリの開閉要領 

 

・前アオリを開閉するときは、荷台をリフト下降操作およびダンプ下降操作して完全に降ろし、格納姿勢にし

てください。 

アオリが高い位置から落下し、機器を破損するだけでなく、重大な事故を招く恐れがあります。 

・前アオリを開閉するときは、必ずエンジンを停止し、キースイッチを抜いておいてください。 

・前アオリを開くときは、前アオリのストッパが確実にフックに掛かっていることを確認してから下方に開い

てください。ストッパが外れているとアオリが落下し、事故を招く恐れがあります。 

・アオリを開いた状態でダンプ操作はしないでください。アオリが開いた状態でダンプ操作をするとアオリが

落下し、事故を招く恐れがあります。 

 

［１］ 開き方 

荷台に収まりきれない荷などを積載する場合は、つぎの手順で荷台の

前アオリを開いてください。 

１．左右側アオリ③、④の前方上部の固定レバー⑤を上方に引き上げ、

前アオリ①の支点ピン②の固定を解除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

２．前アオリ①のストッパ⑥にフック⑦が確実に掛かっていることを

確認してください。 

 

３．左右側アオリ③、④の前方上部の固定部から前アオリ①の支点ピ

ン②を抜き出し、前アオリ①を手前にずらして下方に開いてくだ

さい。 

 

［２］ 閉め方 

開くときと逆の手順で前アオリを閉めてください。 

補足説明 

前アオリを開いただけでは積載できない荷の場合は、つぎの項を参

照して左右の側アオリも取り外してください。 
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１．３．２ 長尺物積載要領 

 
・前アオリを取り外す場合、荷台をダンプ操作して約１０度程度上昇させ、前アオリ下方のロックを外す必要が

あります。この状態で前アオリの上部の固定を外したとき、前アオリが落下する恐れがあります。必ず前ア

オリを手で押さえながら、固定レバーを操作してください。 

・左右側アオリまたは右後部板の固定を外したとき、落下や転倒をする恐れがあります。必ず左右側アオリま

たは右後部板を片手で押さえながら、固定部を外してください。 

・荷台各部の取り外し、取り付け作業時には、必ずエンジンを停止し、キースイッチを抜いておいてください。

 

荷台に収まりきれない長尺物などを積載する場合は、つぎの手順で荷

台の前アオリおよび左右側アオリ、右後部板を取り外してください。 

それぞれの取り外し順序は、つぎの通りです。 

［１］ 前アオリ 

［２］ 右側アオリ 

［３］ 右後部板 

［４］ 左側アオリ 

  

［１］ 前アオリの取り外し 

１．「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」の項を参照し、荷台を約１０

度程度上昇させてください。 

 

 

 

 

 

 

２．前アオリ①のストッパ⑥に掛かっていたフック⑦が外れているこ

とを確認してください。 

補足説明 

前アオリ①のストッパ⑥に掛かっていたフック⑦が外れていない場

合は、荷台をダンプ操作し、さらに上昇させてください。 

 

 

 

 

 

 

３．前アオリ①を片手で押さえながら、左右側アオリ③、④の前方上

部の固定レバー⑤を上方に引き上げ、前アオリ①の支点ピン②の

固定を解除してください。 
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４．左右側アオリ③、④の前方上部の固定部から前アオリ①の支点ピ

ン②を抜き出し、前アオリ①をゆっくりと手前にずらして取り外して

ください。 

 

５．「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」の項を参照し、荷台を完全

に降ろして格納姿勢にしてください。 

 

［２］ 右側アオリおよび右後部板の取り外し 

１．右側アオリ④を片手で押さえながら、右側アオリ④の前方下部の

レバー⑨を回し、連結ブラケット⑩との固定を解除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．右側アオリ④から連結ブラケット⑩を前方に倒し、右側アオリ④

の固定を解除してください。 

 

 

 

 

 

 

３．右側アオリ④を片手で押さえながら、右側アオリ④の後方上部の

レバー⑨を回し、右後部板⑧との固定を解除してください。 

 

 

 

 

 

 

４．右側アオリ④を水平位置まで下げてから左方向（後方）にずらし、

右側アオリ④を取り外してください。 

アドバイス 

右側アオリを水平位置にしないと、右側アオリの連結ピン⑪が荷台

のボス⑫の穴から抜けません。右側アオリを取り外すときは、必ず

水平位置にしてください。 
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５．右後部板⑧を片手で押さえながら、左後部板⑬と右後部板⑧との

固定ボルト⑭を外してください。 

 

 

 

 

 

 

６．右後部板⑧を手前に引き出しながら、取り外してください。 

アドバイス 

右後部板下部にはピン⑮が２本設けられ、台車部の穴Ａに差し込ま

れて固定されています。この穴Ａからピン⑮が抜け出るように、右

後部を手前に引き出してください。 

 

 

［３］ 左側アオリの取り外し 

「［２］ 右側アオリおよび右後部板の取り外し」の１項から４項を参照し、左側アオリを取り外してください。 

 

［４］ 前アオリの取り付け 

取り外しと逆の手順で前アオリを取り付けてください。 

補足説明 

前アオリのストッパをフックに掛けるときは、「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」の項を参照し、荷台を約

１０度程度上昇させてください。その後、荷台を完全に降ろして格納姿勢にしてください。 

 

［５］ 左右側アオリおよび右後部板の取り付け 

取り外しと逆の手順で左右側アオリおよび右後部板を取り付けてください。 

アドバイス 

右後部板下部のピン⑮が台車部の穴Ａに確実に差し込まれていることを確認してください。 
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１．４ マシナリカバー 

 
・マシナリカバーの取り外し前には、必ずエンジンを停止し、キースイッチを抜いておいてください。 

・マシナリカバーの取り外しは、作業終了直後等のエンジンが熱い状態では行わないでください。 

 

［１］ マシナリカバーの取り外し 

マシナリカバー内の点検整備を行うときは、つぎの手順でマシナリカ

バーを取り外してください。 

１．マシナリカバー①の固定ボルト②（５本）を外してください。 

補足説明 

固定ボルト②は、上面に２本、左側面２本、右側面１本使用してい

ます。 

 

 

 

 

２．マシナリカバー①を上方に引き上げて取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

［２］ マシナリカバーの取り付け 

マシナリカバー内の点検整備が完了したら、取り外しと逆の手順でマ

シナリカバーを取り付けてください。 
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２．運転操作 

２．１ エンジン始動前の点検 

２．１．１ 見回り点検 

 

・本機械は、ガソリンエンジンが搭載されています。 

エンジンの周辺から燃料の臭いがしたら、ガソリンが漏れている可能性があります。燃料ホースのき裂や燃

料ホースの接続部を十分点検してください。 

・エンジンやマフラなどエンジン高温部周辺やバッテリ周りへの可燃物の堆積や油漏れは、機械の火災の原因

となります。 

十分見回り点検し、異常があれば必ず修理するか、当社または当社販売サービス店にご相談してください。

 

エンジンを始動する前に、エンジン周辺部に燃料の臭いがしないか点検してください。 

機械の周囲や下部を見渡してボルトのゆるみ、油漏れ、荷台装置や油圧系統などを点検してください。 

電気配線のゆるみ、遊びおよび高温になる部分のほこりのたまりを点検してください。 

この項に示す内容は、１日の最初のエンジンを始動する前に行ってください。 
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①エンジン周りの点検 

エンジンマフラなどエンジン高温部やバッテリ周りに、枯れ葉、紙屑、ほこり、油、グリースなどの可燃物の

堆積、付着がないか点検し、堆積、付着していれば除去してください。 

エンジンからの燃料漏れや油漏れがないか点検し、異常があればその箇所を修理してください。 

また、スタータやオルタネータ、バッテリ周りなどの電気配線のたるみや接続部のゆるみ、焼けた跡がないか

点検し、異常があればその箇所を修理してください。 

 

②走行体の油圧機器の点検（走行モータ、コントロールバルブ、作動油タンク、ホース、ジョイント） 

配管連結部のゆるみ、油漏れなどがないか点検し、異常があれば修理してください。 

 

③足回りの点検（ゴムクローラ、トラックローラ、スプロケット、アイドラ） 

各部の破損、摩耗などがないか点検し、異常があれば修理してください。 

ボルトのゆるみや脱落がないか点検し、ゆるみがあれば締め直してください。 

★ゴムクローラについては、「操作編 ３．ゴムクローラの取り扱い」の項を参照してください。 

 

④荷台の点検 

荷台各部のき裂、曲がり、損傷、支持ピンの摩耗、取付け部のゆるみなどがないか点検し、異常があれば修理

してください。 

 

⑤ダンプシリンダ・リフトシリンダの点検 

配管連結部のゆるみ、油漏れ、支持ピンの摩耗、損傷などがないか点検し、異常があれば修理してください。 

 

２．１．２ 作業開始前点検 

作業開始前点検は、「点検整備編 ７．４ 作業開始前点検」の項を参照し、行ってください。 
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２．２ エンジンの始動 

 
エンジンを始動するときは、周囲に人がいないか、障害物がないか確認し、エンジンを始動してください。 

 

２．２．１ スタータスイッチによるエンジンの始動 

アドバイス 
・スタータは、５秒以上続けて回さないでください。 

バッテリの放電を促進します。 

始動に失敗したときは、１０秒間くらい間をおいてから、再び始動操作をしてください。 

・気温が低いときや始動がしにくい場合は、チョークノブを引いてから、始動操作をしてください。 

・エンジンを始動する前に、燃料フィルタポットの燃料レバーが垂直位置（開）になっているか、確認してく

ださい。 

 

１．アクセルレバーを左方向に回し、エンジンを中速回転（ストロー

クの半分程度）位置にしてください。 

 

 

 

 

 

 

２．スタータスイッチにキーを差し込み、「ＳＴＡＲＴ」（始動）の位

置まで回してください。 

 

 

 

 

 

 

３．エンジンが始動したら、キーから手を離してください。 

キーは、自動的に「ＯＮ」（入）の位置に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

４．エンジンが始動しにくい場合は、チョークレバーを閉の位置まで

回してから、再度エンジン始動操作をしてください。 

エンジンが始動したら、チョークレバーを開の位置に戻してくだ

さい。エンジンが冷えている場合はチョークレバーを閉の位置ま

で、エンジンが暖まっているときはチョークレバーを開閉の中間

の位置まで回してから、エンジン始動操作を行ってください。 

エンジン始動後、エンジンの調子を見ながら徐々にレバーをチョ

ーク全開位置に戻してください。 
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２．２．２ リコイルスタータによるエンジンの始動 

アドバイス 

・リコイルスタータは、スタータが故障したり、バッテリが放電して弱くなったなど、電気系統に異常が発生

したときの非常用です。 

異常の発生が認められないときは、使用しないでください。 

・リコイルスタータを使用してエンジンを始動するときは、スタータスイッチを「ＯＮ」（入）の位置にして

ください。 

・気温が低いときや始動がしにくい場合は、リコイルスタータのノブを強く、すばやく引いてください。 

・エンジンを始動する前に、燃料フィルタポットの燃料レバーが垂直位置（開）になっているか、確認してく

ださい。 

 

１．アクセルレバーを左方向に回し、エンジンを中速回転（ストロー

クの半分程度）位置にしてください。 

 

 

 

 

 

 

２．スタータスイッチにキーを差し込み、「ＯＮ」（入）の位置まで

回してください。 

 

 

 

 

 

 

３．リコイルスタータのノブ①を手前にゆっくり引いて、引き具合が

重くなる位置（スタータの爪がかみ合う位置）を確認し、その位

置からノブ①を強く、すばやく引いてください。 

 

４．エンジンが始動したら、リコイルスタータのノブ①を元の位置に

ゆっくり戻してください。 
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２．３ エンジン始動後の操作・確認 

 
エンジンの運転中は、絶対に燃料（ガソリン）を補給しないでください。ガソリンは引火しやすい燃料です。

燃料を補給するときは、必ずエンジンを停止させてください。 

 

 
・暖機運転中、機械に異常が発生した場合は、速やかにスタータスイッチを「ＯＦＦ」（切）の位置にして、緊

急停止してください。エンジンが停止し、電気系統の電源が切れます。 

・暖機運転は、必ず行ってください。特に寒冷時は、十分な暖機運転を行ってください。 

暖機運転を十分に行わないと、操作レバーの操作に対する走行装置や荷台装置等の動きの反応が鈍くなり、

重大な事故を招く恐れがあります。 

・暖機運転後、荷台の作動点検・確認を必ず行ってください。 

・荷台の作動確認で異常を発見した場合は、速やかに緊急停止して、必ず修理をしてください。 

異常のまま使用すると、重大な事故を招く恐れがあります。 

 

アドバイス 

・作動油の温度は、５０～８０℃で使用するのが適正です。 

やむを得ず低温状態で作業するときでも、作動油の温度を２０℃位に上げてから作業をしてください。 

・暖機運転が終わるまでは、急激なエンジンの空ぶかしをしないでください。 

・エンジンを低速回転で長時間運転すると、エンジンのシリンダヘッドが潤滑不足になって故障する恐れがあ

ります。エンジンを低速回転で使用する場合は、１日１回約５分間程度エンジンの空ぶかしをしてください。

 

エンジンが始動したら、つぎのように暖機運転をしてください。 

１．アクセルレバーを右方向に回してエンジンを低速回転（ストロー

クいっぱいまで）位置にし、約５分間、無負荷運転を続けてくだ

さい。 

 

２．エンジンの排気色、音、振動に異常がないか確認してください。 

異常があれば修理してください。 

 

 

３．アクセルレバーを左方向に回し、エンジンを中速回転（ストロー

クの半分程度）位置にしてください。 
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４．ダンプ操作レバーを前後にゆっくり操作して、荷台のダンプシリ

ンダがストロークエンドになるまで上昇、下降させ、荷台のダン

プ操作の作動具合に異常がないか点検してください。 

異常があれば修理してください。 

 

 

 

 

５．リフト操作レバーを前後にゆっくり操作して、荷台のリフトシリ

ンダがストロークエンドになるまで上昇、下降させ、荷台のリフ

ト操作の作動具合に異常がないか点検してください。 

異常があれば修理してください。 
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２．４ ならし運転 

 
本機械は、使い初めの「１週間（２５時間）」位の期間は、ならし運転をしてください。 

機械各部になじみが出ない内に急激な運転や作業をすると、機械の寿命を縮めます。 

 

本機械は、十分な調整・検査の上出荷されていますが、初めから無理な使い方をすると、エンジンや各部の機能

を早く低下させ、寿命を短くします。 

初めの「１週間（25時間）」位は、ならし運転をしてください。 

ならし運転期間中は、特につぎの点に注意してください。 

・エンジンの始動後は、「操作編 ２．３ エンジン始動後の操作・確認」の項を参照し、必ず暖機運転を行い、空

ぶかしは避けてください。 

・過積載や高速運転による作業は、避けてください。 

・急発進、急加速、不必要な急停止や急激な方向転換は避けてください。 

・ならし運転期間が終了したら、「点検整備編 ７．５ ［１］ エンジンオイルの交換」の項を参照し、必ずエンジン

オイルを交換してください。 

エンジン内部のなじみによる金属粉等がエンジンオイル中に増えて劣化し、エンジンの寿命を縮めます。 

 

２．５ 機械の走行姿勢 

 
・本機械を走行するときは、荷台を完全に台車に降ろして格納した「走行姿勢」にしてください。 

・荷台を上昇した状態での走行は、禁止されています。機械が転倒して重大な人身事故の原因になります。 

・積載する荷の質量（重量）が、過積載にならないように十分注意してください。 

・運搬する積載物は、荷崩れしないようにロープなどで確実に荷台に固定してください。特に長尺物やＵ字溝

などは荷崩れしやすいので、しっかり固定してください。 

・荷台以外の場所に荷を置いて運搬したり、荷台に人を乗せて高所作業車の替わりに使用するなど、主用途以

外に使用しないでください。絶対に荷台に人を乗せてはいけません。機械が転倒して重大な人身事故の原因

になります。 

・本機械は、道路交通法により公道上での運転は禁止されています。 

 

機械を移動するときは、右図の走行姿勢にしてください。 

１．「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」の項を参照してダンプ操作

レバーを「下」に操作し、荷台を完全に台車に降ろしてください。 

 

２．「操作編 ２．１４ 荷台のリフト操作」の項を参照してリフト操作

レバーを「下」に操作し、荷台を完全に台車に降ろしてください。 
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２．６ 機械の発進 

 
・機械の周辺には、人を近づけないでください。 

・走行路の障害物は、かたづけてください。 

特に後進するときの走行路は、つまずきそうな突起物や溝などがないか確認し、路面を整備してください。

・機械を発進するときは、機械の周囲の安全を確かめてから発進してください。 

・本機械は、発進と同時に運転者の方も機械と一緒に移動するようになっています。 

機械を発進するときは、エンジン回転を低速に調整してから左右の走行レバーを同時にゆっくり操作し、機

械の走行速度を確認してください。特に後進時は、急発進をしないでください。重大な事故を招く恐れがあ

ります。 

・機械前部は死角となりますので、前進するときは特に注意してください。 

・進行方向が死角となって安全が確認できないときは、走行を一旦停止し、進行方向の安全を確認してから走

行してください。 

作業現場の状況によっては、誘導員を配置してください。 

 

［１］ 前 進 

左右の走行レバーを同時に操作してください。 

・左右の走行レバーをゆっくり前方に押して、発進してください。 

 

 

 

 

 

［２］ 後 進 

左右の走行レバーを同時に操作してください。 

・左右の走行レバーをゆっくり手前に引いて、発進してください。 

 

 

 

 

 

補足説明 
・走行速度は、走行レバーおよびアクセルレバーのストロークによ

って調整してください。 

・路面状況によってはエンジンストールすることがあります。その

場合は必要に応じアクセルレバーでエンジン回転を上げて使用し

てください。 
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２．７ 機械の進路変更 

 

・高速での急激な進路変更や不必要な超信地旋回（スピンターン）は、ゴムクローラや油圧機器を損傷させる

だけでなく、他の物に衝突したり、積み荷が落下する危険があります。 

超信地旋回（スピンターン）するときは、一旦機械を停止して、エンジン回転を低速に調整してから行って

ください。 

・傾斜地での進路変更は、横滑りしやすいので、できるだけ避けてください。特に軟弱な地盤や粘土質の地盤

では注意してください。 

 

［１］ 停止状態で機械の向きを変える場合 

・左折する場合 

右側の走行レバーを操作してください。 

走行レバーを前方に傾けると、前進方向で左に曲がります。 

走行レバーを手前に傾けると、後進方向で左に曲がります。 

 

・右折する場合 

左側の走行レバーを操作してください。 

左側の走行レバーを前方に傾けると、前進方向で右に曲がります。 

左側の走行レバーを手前に傾けると、後進方向で右に曲がります。 

 

 

 

［２］ 超信地旋回（スピンターン）する場合 

・左旋回する場合 

右側の走行レバーを前方に傾けて、左側の走行レバーを手前に傾ける

と、左右のゴムクローラが逆方向に回転し、左側に旋回します。 

 

・右旋回する場合 

左側の走行レバーを前方に傾けて、右側の走行レバーを手前に傾ける

と、左右のゴムクローラが逆方向に回転し、右側に旋回します。 
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［３］ 前進または後進しながら進路変更する場合 

・前進しながら左折する場合 

右側の走行レバーを前方に傾けたまま、左側の走行レバーだけを「中

立」位置に戻します。 

 

・後進しながら左折する場合 

右側の走行レバーを手前に傾けたまま、左側の走行レバーだけを「中

立」位置に戻します。 

 

・前進しながら右折する場合 

左側の走行レバーを前方に傾けたまま、右側の走行レバーだけを「中

立」位置に戻します。 

 

・後進しながら右折する場合 

左側の走行レバーを手前に傾けたまま、右側の走行レバーだけを「中

立」位置に戻します。 

 

２．８ 機械の２速走行切り換え 

 
・２速走行切換スイッチを操作するときは、必ず機械を停止させてから行ってください。 

走行中に切り換えると機械に大きな衝撃を与え、故障を起こす原因になるばかりでなく、思わぬ事故を引き

起こす原因になります。 

・傾斜地を走行するときは、必ず２速走行切換スイッチを「ＯＦＦ」（低速）位置にしてください。 

「ＯＮ」（高速）位置で走行すると、降坂時、オーバランを起こす原因になります。 

・荷を積載して走行するときは、必ず２速走行切換スイッチを「ＯＦＦ」（低速）位置にしてください。 

「ＯＮ」（高速）位置で走行すると、荷崩れや機械の走行操作ミス等を起こす原因になります。 

 

［１］ 高速走行 

２速走行切換スイッチを上方に倒し、「ＯＮ」（高速）にしてくださ

い。 

走行モータ内の機構が切り換わり、機械は「高速レンジ」になって高

速走行になります。 

 

［２］ 低速走行 

２速走行切換スイッチを下方に倒し、「ＯＦＦ」（低速）にしてくださ

い。 

走行モータ内の機構が切り換わり、機械は「低速レンジ」になって低

速走行になります。 
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２．９ 機械の停止・駐車 

 
・急停止を避け、できるだけ余裕をもって停止させてください。 

・機械の駐車場所は、水平で強固な場所を選んでください。 

やむを得ず傾斜面に駐車するときは、機械が動かないように歯止

めをしてください。 

・エンジン運転中は、走行レバーに不用意に触れると、機械が突然

動き出し、重大な事故を招く恐れがあります。 

・機械から離れるときは、エンジンの停止後、必ずスタータスイッ

チのキーを抜き取って持ち帰ってください。 

 

１．左右の走行レバーを同時に「中立」の位置にしてください。 

自動的にブレーキがかかり、機械は停止します。 

 

 

 

 

 

２．１０ エンジンの停止 

アドバイス 

・エンジンは、よく冷えないうちに停止すると、エンジン各部の寿命を縮める恐れがあります。急停止は、緊

急時以外に行ってはいけません。 

・エンジンをオーバヒートさせたときは、エンジンをいきなり停止させないでください。 

エンジンを中速回転にして、徐々に冷やしてからエンジンを停止してください。 

 

１．アクセルレバーを右方向に回してエンジンを低速回転（ストロー

クいっぱいまで）位置にし、約５分間、無負荷運転を続けてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

２．スタータスイッチのキーを「ＯＦＦ」（切）の位置にまわしてくだ

さい。 

エンジンが停止します。 

 

３．スタータスイッチのキーを抜き取ってください。 
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２．１１ エンジン停止後の点検・確認 

１．油漏れ、足回り、荷台、外装の見回り点検をしてください。漏れ

や異常があったら修理してください。 

２．燃料タンクを満タンにしてください。 

３．エンジン周りの枯れ葉や紙屑は火災の原因になりますので、取り

除いてください。 

４．足回りや荷台に付着した泥などを清掃してください。 

 

２．１２ 走行上の注意事項 

 
これらの走行上の注意事項を守らないと、重大な事故を招きます。

 

［１］ 走行時の注意 

・本機械は、必ず荷台を降ろした状態で走行してください。 

旋回や悪路を走行するときは、２速走行切換スイッチを「OFF」（低

速）位置にし、かつ走行速度を遅くしてください。 

★走行姿勢は、「操作編 ２．５ 機械の走行姿勢」の項を参照してくだ

さい。 

・本機械の性能以上の荷を積み込むことは禁止されています。 

積み荷は、最大積載量を超えないようにし、必ず荷台に均等に載せ

てください。また、荷崩れしないようにロープなどで固定してくだ

さい。走行中に積み荷が片寄ると、機械が転倒する恐れがあります。 

・路肩付近や軟弱地を走行する場合は、事前に走行路の調査を行って

崩れやすい場所や地盤の状況を把握し、十分に注意して走行してく

ださい。 

・転石や切り株などの障害物の乗り越え走行は、機械（特に足回り）

に大きな衝撃がかかり、破損の原因になります。障害物を避けるか、

取り除くようにして、できるだけ乗り越えないようにしてください。 

やむを得ず乗り越えるときは、機械を必ず「走行姿勢」にして重心

位置を低くし、２速走行切換スイッチを「ＯＦＦ」（低速）位置にし、

かつ走行速度をできるだけ遅くして、クローラの中央で乗り越える

ようにしてください。 

 

［２］ 許容水深 

水中では、アイドラの①中心までの深さの範囲で使用してください。 
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［３］ 上り坂、下り坂時の注意 

・傾斜地を走行するときは、必ず２速走行切換スイッチを「OFF」（低

速）位置にして走行してください。高速レンジによる走行は、オー

バランする危険があります。 

・荷を積載して傾斜地を走行することは、できるだけ避けてください。 

積載量や荷姿によっては、ゆるやかな傾斜地でも機械が転倒したり、

荷崩れする危険があります。 

・２０度以上の坂道は、転倒の危険がありますので、空荷であっても、

走行しないでください。 

・下表は、走行斜面の角度に対する積み荷の積載量を示したものです。 

下表を遵守し、安全に走行してください。 

場 所 積 載 量 

平地 ９５０ｋｇ 

１５度以下の坂の登降 ５００ｋｇ 

２０度以下の坂の登降 ４００ｋｇ 

２０度を超える坂の登降は禁止 

 

・傾斜地での方向転換、横切り走行は、絶対に行わないでください。 

一旦平地に下りてから迂回するなど安全走行してください。 

・斜面から下りる時は、必ず２速走行切換スイッチを「ＯＦＦ」（低速）

位置にし、アクセルレバーと走行レバーによってできるだけ走行速

度を低くしてください。 

走行レバーを「中立」位置にすれば自動的にブレーキがかかります

が、高速で坂を下りるとオーバランする危険があります。 

・傾斜地を走行するときは、機械を斜面に対して直角に向け、運転者

の方は必ず機械の山側になる位置で操作してください。 

・斜面の途中でエンジンが止まったときは、走行レバーを「中立」位

置にしてからエンジンをかけてください。 
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２．１３ 荷台のダンプ操作 

 
・荷台のダンプ操作をする場所は、できるだけ水平で強固な場所を選んでください。 

傾斜地では、機械が転倒する危険がありますので、できるだけ避けてください。 

・ダンプ操作をするときは、必ず周囲の安全を確認してください。必要があれば誘導員を配置し、その合図に

従ってダンプ操作をしてください。 

・ダンプ操作レバーの操作は、できるだけゆっくり行ってください。 

荷台を急激に止めたり、荷台を台車に衝突させるような降ろし方は、機械に大きな衝撃を与えて損傷させた

り、機械が転倒する危険があります。 

・やむを得ず荷台を上昇させたまま運転操作位置を離れるときは、荷台落下防止のため、必ず荷台落下防止棒

を使用して、荷台が落下しないようにしてください。 

 

ダンプ操作は、つぎのように行ってください。 

［１］ 荷台の上昇（ダンプ） 

１．「操作編 2.2 エンジンの始動」の項を参照し、エンジンを始動

してください。 

 

２．アクセルレバーを左方向に回し、エンジンを中速回転（ストロー

クの半分程度）位置にしてください。 

 

３．ダンプ操作レバーを「上」方向（前方）に押してください。 

荷台が上昇を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、ダンプ操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台が上限まで近づいたら、ダンプ操作レバーを「中立」方向（後

方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

４．荷台が上限まで上昇したら、ダンプ操作レバーへの力をゆるめて

ください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻ります。 

 

［２］ 荷台の下降 

１．ダンプ操作レバーを「下」方向（後方）に引いてください。 

荷台が下降を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、ダンプ操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台が台車まで近づいたら、ダンプ操作レバーを「中立」方向（前

方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

２．荷台が台車まで下降したら、ダンプ操作レバーへの力をゆるめて

ください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻ります。 
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２．１４ 荷台のリフト操作 

 
・荷台のリフト操作をする場所は、できるだけ水平で強固な場所を選んでください。 

傾斜地では、機械が転倒する危険がありますので、避けてください。 

・荷台に人を乗せて高所作業車の替わりに使用するなど、主用途以外に使用しないでください。 

絶対に荷台に人を乗せてはいけません。機械が転倒して重大な人身事故の原因になります。 

・リフト操作レバーの操作は、できるだけゆっくり行ってください。 

荷台を急激に止めたり、荷台を台車に衝突させるような降ろし方は、荷が振れて機械に大きな衝撃を与えて

損傷させたり、機械が転倒する危険があります。 

・やむを得ず荷台を上昇させたまま運転操作位置を離れるときは、荷台落下防止のため、必ず荷台フレームの

レールに木材などをはさんで、リフトアームのローラが動かないようにし、荷台が落下しないようにしてく

ださい。 

 

リフト操作は、つぎのように行ってください。 

［１］ 荷台の上昇 

１．「操作編 ２．２ エンジンの始動」の項を参照し、エンジンを始動

してください。 

 

２．アクセルレバーを左方向に回し、エンジンを中速回転（ストロー

クの半分程度）位置にしてください。 

 

３．リフト操作レバーを「上」方向（前方）に押してください。 

荷台が上昇を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、リフト操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台が上限まで近づいたら、リフト操作レバーを「中立」方向（後

方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

４．荷台が上限まで上昇したら、リフト操作レバーへの力をゆるめて

ください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻ります。 

 

［２］ 荷台の下降 

１．リフト操作レバーを「下」方向（後方）に引いてください。 

荷台が下降を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、リフト操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台が台車まで近づいたら、リフト操作レバーを「中立」方向（前

方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

２．荷台が台車まで下降したら、リフト操作レバーへの力をゆるめて

ください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻ります。 
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２．１５ 荷台リフト上限時のダンプ操作 

荷台リフト上限時のダンプ操作は、リフト操作によって荷台を上限まで上昇させた後、ダンプ操作で荷台を上昇

（ダンプ）する方法です。 

段差がある作業現場（例：道路から石垣の上など）で、平地から上段に荷を運搬する場合に有効な操作方法です。 

荷台リフト上限時のダンプ操作は、つぎのように行ってください。 

 

［１］ 荷台の上昇 

１．「操作編 2.2 エンジンの始動」の項を参照し、エンジンを始動

してください。 

 

２．アクセルレバーを左方向に回し、エンジンを中速回転（ストロー

クの半分程度）位置にしてください。 

 

３．リフト操作レバーを「上」方向（前方）に押してください。 

荷台がリフト上昇を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、リフト操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台がリフト上限まで近づいたら、リフト操作レバーを「中立」

方向（後方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

４．荷台がリフト上限まで上昇したら、リフト操作レバーへの力をゆ

るめてください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻りま

す。 

 

５．ダンプ操作レバーを「上」方向（前方）に押してください。 

荷台が上昇（ダンプ）を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、ダンプ操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台がダンプ上限まで近づいたら、ダンプ操作レバーを「中立」

方向（後方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

６．荷台がダンプ上限まで上昇したら、ダンプ操作レバーへの力をゆ

るめてください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻りま

す。 
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［２］ 荷台の下降 

１．ダンプ操作レバーを「下」方向（後方）に引いてください。 

荷台が下降を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、ダンプ操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台がフレームまで近づいたら、ダンプ操作レバーを「中立」方

向（前方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

２．荷台がフレームまで下降したら、ダンプ操作レバーへの力をゆる

めてください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻ります。 

 

３．リフト操作レバーを「下」方向（後方）に引いてください。 

荷台が下降を開始します。 

補足説明 

・荷台の移動速度は、リフト操作レバーおよびアクセルレバーのス

トロークによって調整してください。 

・荷台が台車まで近づいたら、リフト操作レバーを「中立」方向（前

方）に戻し、荷台速度を遅くしてください。 

 

４．荷台が台車まで下降したら、リフト操作レバーへの力をゆるめて

ください。操作レバーは、自動的に「中立」位置に戻ります。 
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２．１６ 作業上の注意事項 

 
これらの走行上の注意事項を守らないと、重大な事故を招きます。

 

［１］ 作業場所の注意事項 

・できるだけ水平で強固な場所を選んでください。 

傾斜地や凹凸が大きい場所は、ダンプ操作やリフト操作したときに

伴う荷の重心移動によって、転倒する恐れがあります。 

特にリフト上限時のダンプ操作は、非常に不安定な状態になります

ので、地盤を養生してください。 

・がけや土砂崩れの恐れがある場所は、できるだけ避けてください。 

やむを得ず作業を行うときは、土止めや車止めを設けたり、誘導員

を配置するなどの安全措置をしてください。 

・高い場所から下に向かって荷を落とすときは、必ず誘導員を配置し

て、その指示に従ってください。 

誘導員の方は、落とし先の安全確認も十分に行ってください。 

 

［２］ 積載物の注意事項 

・本機械の性能以上の荷を積み込むことは禁止されています。 

荷台にサイドラック（差し板）などを設けて、荷台を広げて積み込

むことなどもやめてください。 

・荷を積み込むときは、荷台に平均に分布するようにしてください。 

片寄った積み込み方は、機械が不安定になり、転倒する恐れがあり

ます。 

・大きな岩石などを積み込むときは、最初に細かい土砂などを荷台に

積み込み、その上に岩石を載せるようにしてください。 

・Ｕ字溝やコンクリートブロックなどを重ね積みするときは、敷き板

をしたり、ロープなどで固定し、荷が滑り落ちないようにしてくだ

さい。 

・石材や木材、鉄骨などの長尺物の荷は、運搬中に荷崩れや大きく揺

れないように荷の重心位置などを考慮して積み込んでください。 

積み込んだ荷は、ロープなどでしっかりと固定してください。 

必要なら荷に当て物などをし、ロープがずれないようにしてくださ

い。 

「操作編 １．３ 荷台」の項を参照し、長尺物を積載できるように荷

台をセットしてください。 

・長尺物の積載などでアオリがじゃまになるとき以外は、積荷の落下

防止のため、必ずアオリを取り付けてください。 

・積み込み機械のバケットやクレーンのフックなどを荷台に打ち当て

ないようにしてください。 
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３．ゴムクローラの取り扱い 

３．１ 上手な使い方 

ゴムクローラは、鉄シューにない優れた特長を備えていますが、鉄シューと同様な使い方をすると、その特長を

生かしきることはできません。 

現場の状況や作業内容によって、無理のない作業を進めてください。 

補足説明 

本機械は、ゴムクローラが標準装備されています。 

鉄シューのオプションの設定はありません。 

 

ゴムクローラと鉄シューの比較 

比較項目 ゴムクローラ 鉄シュー 

振動が少ない ◎ △ 

走りが滑らか（きしみがない） ◎ ○ 

騒音が小さい ◎ △ 

舗装路面を傷めない ◎ △ 

取り扱いが簡単 ◎ △ 

損傷を受けにくい △ ◎ 

けん引力が大きい ◎ ◎ 

◎：特に良い ○：良い △：普通 

 

ゴムクローラは、その材料特有の性能から多くのメリットを発揮する反面、強度面の弱点を有しています。 

したがって、ゴムクローラの特長を十分に理解していただき、また禁止作業および取り扱い上の注意事項を守る

ことにより、ゴムクローラの寿命を延ばし、メリットを最大限に発揮することができます。 

使用前に「操作編 ３．３ 禁止作業」および「操作編 ３．４ 使用上の注意事項」を必ずお読みください。 

 

３．２ 保証について 

ゴムクローラの正しい張りの点検や整備および「鉄板、Ｕ字溝、ブロックなどの角部、切り立った砕石や岩石の

角部、鉄筋、鉄屑など切り裂く恐れのある現場で作業した」などの禁止作業や作業上の注意事項を守らないなど、

お客様のミスが原因となって起った損傷に対しては、保証の範囲外となります。 
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３．３ 禁止作業 

つぎの作業を行ってはいけません。 

・砕石地盤、凹凸の激しい固い岩盤、鉄筋、鉄屑上、鉄板エッジ近辺

での作業および旋回は、ゴムクローラ損傷の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

・河川敷など、大小の転石が多量にある場所では石をかみ込み、ゴム

クローラを痛めたり、脱輪しやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

・ゴムクローラにオイル、化学溶剤が付着しないようにしてください。 

付着したときは、すぐにふき取ってください。 

また、路面に油などがたまっている上を走行してはいけません。 

 

 

 

 

 

・たき火、炎天下に放置された鉄板、アスファルトの敷きならしなど、

高熱になっている場所へ進入してはいけません。 

 

 

 

 

 

・長期保管（３か月以上）するときは、直射日光や雨がかからない屋

内に保管してください。 
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３．４ 使用上の注意事項 

 
これらのゴムクローラの使用上の注意事項を守らないと、重大な事

故やゴムクローラが損傷を招く原因になります。 

 

つぎのことに注意して作業を行ってください。 

・コンクリート路面での超信地旋回作業は避けてください。 

急激な進路変更は、ゴムクローラの早期摩耗や欠損の原因になりま

すので、できるだけ避けてください。 

 

 

 

 

・コンクリート畦畔・壁などに、ゴムクローラの端をこすりつけるよ

うな運転はしないでください。 

 

 

 

 

 

 

・大きな段差のある場所での進路変更は避けてください。 

段差を乗り越すときは、段差に対し直角に乗り越してください。 

斜めに乗り越すと、ゴムクローラが外れることがあります。 

 

 

 

 

 

・ゴムクローラは濡れた鉄板上や積雪、凍結路面では、非常にスリッ

プしやすくなります。特に法面走行や傾斜地での作業は、スリップ

に注意してください。 

 

 

 

 

 

・作業対象材料によっては、使用をできるだけ避けてください。 

やむを得ず使用したときは、使用後よく水洗いしてください。 

・つぶれて油分があるもの（大豆、トウモロコシ、菜種油しぼりか

すなど）の作業は避けてください。 

・塩、硫安、塩化カリ、硫酸カリ、重過燐酸石灰を扱うと、芯金部

の接着が侵されます。 
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・塩分により、芯金部の接着が侵されるので、海岸使用などはできる

だけ避けてください。 

 

・極寒地での作業は、ゴムクローラの材質が変化し寿命を縮めます。 

ゴムクローラは、ゴムの物性上－２５℃～＋５５℃の範囲で使用してく

ださい。 

 

 

・塩、砂糖、小麦、大豆などの食品を扱う場合は、ゴムクローラに深

い傷があると、ワイヤやゴムなどの破片が混入する恐れがあります。 

ゴム欠け部の修理をしてから使用してください。 

 

 

 

 

 

・ゴムクローラの外れ防止のため、常に適切な張りで使用してくださ

い。 

張りがゆるいと、ゴムクローラが外れる原因となります。 
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４．輸 送 

輸送するときは、関係法令を守って安全に行ってください。 

４．１ 積み込み、積みおろし方法 

 
・道板の角度は、１５度以下で使用してください。また、道板の間隔は、ゴムクローラの中心に合わせて設定し

てください 

・機械の積み込み・積みおろし時は、機械を必ず「走行姿勢」にしてください。走行姿勢は、「操作編 ２．５ 走

行姿勢」の項を参照してください。 

・機械の積み込みは、必ず後向きで行ってください。前向きで行うと転倒の危険があります。また、運転者の

方は、必ずトラックの荷台側に位置するようにしてください。 

・機械の積おろしは、必ず前向きで行ってください。後向きで行うと転倒の危険があります。また、運転者の

方は、必ずトラックの荷台側に位置するようにしてください。 

・機械の積み込み・積みおろし作業は、危険が伴いますので特に注意してください。 

・道板は、幅・長さ・厚さを十分に強度があり、安全に積み込み・積みおろしのできるものを使用してくださ

い。 

・機械の積み込み・積みおろし作業は、水平で強固な場所を選んでください。また、路肩との距離を十分にと

ってください。 

・機械が道板上で横滑りしないように足回りの泥などを落としてください。道板上のグリース、オイルや氷等

の付着物を取り去り、きれいにしておいてください。 

・道板上では絶対に進路修正をしないでください。進路修正する場合は、いったん道板から降りて方向を直し

てください。 

 

機械の積み込み・積みおろしは、機械を「走行姿勢」にし、必ず道板

または発送台を使ってつぎのようにしてください。 

１．トラックのブレーキを確実にかけ、タイヤにブロックをかませて

動かないようにしてください。 

 

２．道板は、トラックと機械の中心が一致するように確実に固定して

ください。 

補足説明 

左右の道板が同じ高さになっているか、確認してください。 

 

３．アクセルレバーを操作して、エンジンを低速回転にしてください。 

 

４．道板に方向を定めてゆっくり走行し、機械の荷台がトラックに当

たらないように積み込み・積みおろしを行ってください。 

積み込みは後進で、積みおろしは前進で行ってください。 

 

５．道板上では、走行レバー以外のレバーを操作しないでください。 

 

６．トラックの所定の位置に正しく積載してください。 
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４．２ 機械の吊り上げ方法 

 
・吊り上げに使用するナイロンスリングは、機械の質量（重量）に対して、十分強度のあるものを使用してく

ださい。 

・機械を吊り上げるときは、必ず「走行姿勢」にしてください。 

機械の重心位置は、機械の姿勢が「走行姿勢」状態で決められて

います。 

走行姿勢は、「操作編 ２．５ 機械の走行姿勢」の項を参照してく

ださい。 

・機械を長時間（１０分間以上）吊り続けるときやヘリコプターを

使用して運搬するときは、右図のような運搬用具を使用し、安全

に作業してください。 

・以下の手順で示す方法以外で、機械を吊り上げてはいけません。 

機械のバランスをくずす危険があります。 

 

アドバイス 
・クレーンを使用して吊り上げ作業をする人は、つぎの資格を取得した人でなければいけません。 

・小型移動式クレーン運転技能講習修了証 

（労働安全衛生法第６１条、同施行令第２０条、同安衛則第４１条、クレーン則第６８条） 

・移動式クレーン特別教育修了証 

（労働安全衛生法第５９条第３項） 

・玉掛技能講習修了証 

（労働安全衛生法第６１条、同施行令第２０条、同安衛則第４１条、クレーン則第２２１条） 

・機械の質量（重量）は、「諸元編」の項を参照してください。 

・諸元値は標準仕様であり、実装時のアタッチメント、オプションにより吊り上げ方法が異なります。その場

合は、当社または当社販売サービス店に問い合わせしてください。 

 

機械を吊り上げるときは、水平で強固な場所で、つぎのように行って

ください。 

１．「操作編 ２．５ 機械の走行姿勢」の項を参照し、機械を「走行姿

勢」にしてください。 

 

２．「操作編 １．３ 荷台」の項を参照し、荷台の前アオリおよび左右

側アオリを取り外してください。 

アドバイス 
・機械を吊り上げるときは、必ず荷台の前アオリおよび左右側アオ

リを取り外してください。荷台の前アオリおよび左右側アオリを

取り付けたまま吊り上げると、玉掛け具によって破損する恐れが

あります。 

・右図のように、左右トラックフレーム上の(Ａ)、（Ｂ）部の位置

を４点吊りすることによって機械の重心がとれます。 
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３．ナイロンスリング①の端末を左右トラックフレーム上の(Ａ)、

（Ｂ）部（合計４箇所）のフック③に掛け、他端をクレーンのフ

ック②に掛けてください。 

アドバイス 

・玉掛け具はナイロンスリングを使用し、４本吊りにしてください。

・ナイロンスリングは、できるだけ長いものを使用してください。

ナイロンスリングが短いと、荷枠が絞られて変形する恐れがあり

ます。 

・吊り角が２０～３０度になるようにしてください。 

・クレーンのフック位置が地上から１５０ｃｍ程度の高さになるよう

にしてください。 

・ナイロンスリングと荷枠が干渉する部分には当て物をし、荷枠が

破損しないようにしてください。 

 

４．クレーンで機械を吊り上げ、機械が地面を離れた直後（地切り）

一旦停止し、機械が安定してからゆっくりと吊り上げてください。 

 

４．３ 積載時の注意 

 

機械の積み込み・積みおろし作業は、水平で強固な場所を選んでく

ださい。また、路肩との距離を十分にとってください。 

 

トラックの所定位置に積載後、機械をつぎの要領で固定してください。 

１．エンジンを停止して、スタータスイッチのキーを抜き取ってくだ

さい。 

 

２．輸送中、機械が動かないようにゴムクローラの前後に角材をかま

せ、チェーンまたはワイヤロープで固定してください。 

特に横滑りしないように、確実に固定してください。 

 

４．４ 輸送時の注意 

 
輸送路は、道幅・高さ・質量（重量）を考慮して決定してください。

 

輸送するときは、各関係法令により下記規定値が定められていますの

で、当社または当社販売サービス店へご相談してください。 

・規定値 

総質量 ２０トン以下 

高さ、幅は、右図を参照してください。 
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５．寒冷時の取り扱い 

５．１ 低温への備え 

気温が低くなると、始動困難・冷却水凍結などが生じますので、つぎ

のようにしてください。 

［１］ 燃料・潤滑油脂 

各装置の燃料・潤滑油は、粘度の低いものに交換してください。 

指定粘度については、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用

方法」の項を参照してください。 

 

［２］ バッテリ 

 
・バッテリは可燃性のガスを発生し爆発の危険がありますので、火

気を近づけてはいけません。 

・バッテリ液は危険物です。目や皮膚に付かないようにし、万一付

いたときは多量の水で洗い流し、医師の治療を受けてください。

 

気温が下がると、バッテリ能力は低下します。 

充電率が低いとバッテリ液が凍結する恐れがありますので、充電率を

できるだけ１００％に近い状態にし、保温に注意して翌朝の始動に備え

てください。 

 

★充電率は、比重を測り下表で換算してください。 

液 温 （℃） 
 

２０ ０ －１０ －２０ 

１００ １．２８ １．２９ １．３０ １．３１ 

９０ １．２６ １．２７ １．２８ １．２９ 

８０ １．２４ １．２５ １．２６ １．２７ 

充
電
率
（
％
）７５ １．２３ １．２４ １．２５ １．２６ 
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［３］ 作業終了後の注意 

泥や水などの付着物や足回りが凍りついたりして翌朝動けなくなるの

を防ぐため、つぎのことを守ってください。 

・機械に付着した泥や水を落としてください。 

特に油圧シリンダロッド面は、水滴と一緒に泥などがシール内に持

ち込まれ、シールを損傷させます。 

・固い乾燥した地面に駐車してください。 

そのような所がない場合には、地面に板を敷いて駐車してください。

これにより、地面と足回りとの凍結を防ぎ、翌朝すぐに発進できま

す。 

・燃料フィルタポットを外して、燃料系統にたまった水をドレンし、

凍結するのを防いでください。 

・バッテリは、低温では機能がいちじるしく低下します。 

バッテリは、覆いをするか、機械から外して暖かいところに置き、

翌朝取り付けるようにしてください。 

・バッテリの液面が低いときは、翌朝の作業開始前に蒸留水を補充し

てください。 

夜間の凍結を防止するため、作業終了後に補充しないでください。 

 

［４］ 寒冷時が過ぎたら 

季節が変わり、気温が暖かくなってきたら、つぎのようにしてくださ

い。 

・各装置の燃料・潤滑油は、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂

の使用方法」の項を参照し、指定粘度のものに交換してください。 
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６．長期保管 

６．１ 保管前の処置 

アドバイス 

長期保管中の機械の姿勢は、シリンダロッド保護のため、右図の「走

行姿勢」にしてください。走行姿勢は、「操作編 ２．５ 機械の走行

姿勢」の項を参照してください。（シリンダロッドの錆発生防止）

 

長期間保管するときは、つぎのように収納してください。 

・各部の洗浄・掃除後、屋内に収納してください。 

やむを得ず屋外におくときは、洪水または他の災害を受けにくい平地を選んで覆いをしておいてください。 

・給油・給脂・オイル交換をもれなく行ってください。 

・バッテリは、マイナス端子を外し、覆いをするか、機械から降ろして保管してください。 

・気温が０℃以下に下がるときは、冷却水に不凍液を添加してください。 

不凍液の混合量については、「点検整備編 ７．３ 不定期整備 ［３］ 冷却系統内部の洗浄」の項を参照してくだ

さい。 

 

６．２ 保管中の処置 

 
やむを得ず屋内で防錆運転するときは、ガス中毒の防止のために窓や入口を開けて、換気をよくしてください。

 

保管期間中は、月に1度は機械を動かし、潤滑部の油膜切れを防ぎ、同時にバッテリも充電してください。 

６．３ 保管後の処置 

 
長期保管中、月１回の防錆運転をしなかった場合、機械を再使用する前に、当社販売サービス店へご相談して

ください。 

 

長期間保管した後、機械を使用するときは、つぎのような処置をしてから使用してください。 

・給油・給脂・オイル交換をもれなく行ってください。 

・バッテリの覆いを外し（機械から降ろして保管しているときは、機械に取り付けてください。）、バッテリ液量

点検、比重点検を行った後、バッテリケーブルを(+)側から接続してください。 

・燃料フィルタポットおよび作動油タンク、エンジンオイルパンのドレンプラグを外し、混入水を排出してくだ

さい。 

・作業開始前点検および暖機運転を十分に行って、機械各部の点検を入念にしてください。 
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７．バッテリの取り扱い 

バッテリの取り扱いをするときは、つぎのことを守ってください。 

 
・バッテリの点検・取り扱いは、エンジン停止、スタータスイッチ

のキーを「ＯＦＦ」（切）の状態で行ってください。 

・バッテリは、水素ガスを発生しますので、爆発の恐れがあります。

たばこなどの火気を近づけたり、スパークを起こすような行為は

やめましょう。 

・バッテリ液は希硫酸ですので、衣服や皮膚を冒します。 

もし、バッテリ液が衣服や皮膚に付着したら、すぐに大量の水で

洗い落としてください。 

目に入ったときは、直ちに水で洗い、その後、医師の治療を受け

てください。 

・バッテリを取り扱うときは、保護めがねとゴム手袋を使用してく

ださい。 

・バッテリケーブルの取り外しは、アース側（通常は(-)端子側）か

ら行い、取り付けは、逆に(+)端子から行ってください。 

（＋）端子と機械の間に工具などが触れると、スパークを起こし

危険です。 

・端子がゆるんでいると、接触不良によりスパークが発生し爆発の

危険があります。端子を取り付けるときは、しっかり取り付けて

ください。 

・バッテリ交換時は、バッテリが動かないように固定してください。

動かないように固定されていないと、端子がゆるみスパークを起

こし危険です。 

・バッテリケーブルの取り外し、取り付けのときは、(+)端子と(-)

端子を確認してください。 

 

７．１ バッテリ取り扱い上の注意事項 

・バッテリは、放電状態にならないように常に心掛けてください。 

放電状態になってからあわてて充電を行うのではなく、早めにバッ

テリ液の比重を測定し、必要に応じてバッテリを充電してください。 

バッテリをいつも最良の状態に保っておけば、寿命が長くなります。 

・気温が高い時期は、バッテリ液量点検を定期点検整備時間より早め

に行ってください。 

・気温の低い時期は、バッテリの能力がいちじるしく低下しますので、

充電率をできるだけ１００％に近い状態に維持し、保温に注意して翌

朝の始動に備えてください。 

蒸留水を補給するときは、凍結防止のため、翌朝の作業開始前に行

うようにしてください。 
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７．２ バッテリの取り外し、取り付け 

アドバイス 

バッテリの取り付け後、バッテリ本体が動かないか確認してくださ

い。動くようであれば、固定し直してください。 

 

［１］ 取り外し 

１．「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」または「操作編 ２．１４ 荷

台のリフト操作」の項を参照し、荷台を上昇させてください。 

 

２．バッテリケーブルの取り外しは、アース側の(-)端子①から取り外

し、つぎに(+)端子②を切り離してください。 

 

３．取付けナット④を外し、バッテリ取付け金具③を取り外し、バッ

テリ⑤を取り外してください。 

 

［２］ 取り付け 

１．取り付けは、取り外しと逆の手順で行ってください。 

 

２．バッテリケーブルは、アース側の(-)端子①を最後に接続してくだ

さい。 

 

７．３ バッテリ充電時の注意事項 

バッテリを搭載したままで充電する場合 

・オルタネータに異常電圧が加わって、破損する場合がありますので、

バッテリの端子の配線を外してから充電してください。 

・充電中は、全部の液栓を外し発生ガスを逃がしてください。 

・バッテリが過熱（液温が４５℃を超える）した場合は、充電を一時中

止してください。 

・充電完了後は、すみやかに充電をやめてください。 

充電完了後さらに充電すると 

(1) バッテリの過熱 

(2) バッテリ液量の減少 

(3) バッテリの不具合 

などの原因となります。 

・バッテリケーブルを接続するときは、逆接続［(+)端子と(-)端子］

してはいけません。オルタネータなどの損傷の原因となりますので、

注意してください。 

・バッテリ液量点検、比重測定以外でバッテリを取り扱う場合は、バ

ッテリケーブルを取り外してから実施してください。 
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７．４ ブースタケーブルを使用しての始動 

ブースタケーブルを使ってエンジンを始動するときは、つぎのように

してください。 

［１］ ブースタケーブル接続、取り外し時の注意 

 
・ケーブルを接続するときは、(+)と(-)端子を絶対に接触させては

いけません。 

・ブースタケーブルを使って始動するときは、保護めがねとゴム手

袋を使用してください。 

・正常機械と故障機械を接触させないようにしてください。 

・バッテリからは水素ガスが発生しますので、バッテリ近くのスパ

ークにより、爆発の恐れがあります。 

・ブースタケーブルの接続を間違えないでください。また、最後の

接続は、スパークが発生しますので、バッテリからできるだけ離

れている場所に接続してください。 

・ブースタケーブルを外すときは、ブースタケーブルのクリップが

互いに接触したり、機械に接触したりしないようにしてください。

 

アドバイス 

・ブースタケーブルやクリップの太さは、バッテリの大きさに適し

たものを使用してください。 

・正常機械のバッテリは、故障機械のバッテリと同容量のものを使

用してください。 

・ケーブルとクリップに破損および腐食がないか点検してください。

・クリップはしっかりと接続してください。 

・正常機械および故障機械双方の各操作レバー類が「中立」位置に

なっているか、確認してください。 

 

 

［２］ ブースタケーブルの接続 

ブースタケーブルは、つぎのように右図の番号順に接続してください。 

１．正常機械、故障機械ともスタータスイッチは、「ＯＦＦ」（切）の位

置にしておいてください。 

 

２．故障機械の(+)端子①は、ブースタケーブル(Ａ)のクリップを接続

してください。 

 

３．正常機械の(+)端子②に、ブースタケーブル(Ａ)のもう一方のクリ

ップを接続してください。 

 

４．正常機械の(-)端子③に、ブースタケーブル(Ｂ)のクリップを接続

する。 

 

５．故障機械のエンジンブロック④に、ブースタケーブル(Ｂ)のもう

一方のクリップを接続する。 
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［３］ エンジンの始動 

 
正常機械および故障機械双方の各操作レバー類が「中立」位置にな

っているか、確認してください。 

 

１．クリップがバッテリ端子にしっかり接続しているか確認してくだ

さい。 

 

２．正常機械のエンジンを始動させ、フル回転（最高回転）させてく

ださい。 

 

３．故障機械のスタータスイッチのキーを「ＳＴＡＲＴ」（始動）に回し、

エンジンを始動させてください。 

もしエンジンが始動しない場合は、１０秒以上間を置いて再度行

ってください。 

★エンジン始動方法は、「操作編 ２．２ エンジンの始動」の項を

参照してください。 

 

［４］ ブースタケーブルの取り外し 

エンジンが始動したら、ブースタケーブルを接続と逆の手順で取り外

してください。 

１．故障機械のエンジンブロック①に接続してあるブースタケーブル

Ｂのクリップを外す。 

 

２．正常機械の(-)端子②に接続してあるブースタケーブルＢのクリッ

プを外す。 

 

３．正常機械の(+)端子③に接続してあるブースタケーブルＡのクリッ

プを外す。 

 

４．故障機械の(+)端子④に接続してあるブースタケーブルＡのクリッ

プを外してください。 
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８．異常な場合の処置 

８．１ 電装品関係 

・処置欄の★印付きの処置については、必ず当社販売サービス店へご連絡してください。 

・下記に示す以外に異常または原因があると思われるときは、当社または当社販売サービス店に修理をご依頼し

てください。 

 

異常現象 主な原因 処  置 

スタータスイッチを回しても、スタータ

が回らない 

・配線不良 

・バッテリの充電量不足 

★点検、修理 

・充電する 

スタータのエンジンの回し方が遅い 
・バッテリの充電量不足 

・スタータの不良 

・充電する 

★交換する 

エンジン始動前にスタータから空回り

の音がする 

・配線不良 

・バッテリの充電量不足 

★点検、修理 

・充電する 

 

８．２ 機体関係 

・処置欄の★印付きの処置については、必ず当社販売サービス店へご連絡してください。 

・下記に示す以外に異常または原因があると思われるときは、当社または当社販売サービス店に修理をご依頼し

てください。 

 

異常現象 主な原因 処  置 

・走行、リフト、ダンプの作動速度が遅

い 

・ポンプから異音が発生する 

 

・作動油不足 

 

・作動油タンクストレーナ、エレメント

の目詰まり 

・作業開始前点検を参照

して作動油補給する 

・定期点検を参照して清

掃、交換する 

２速走行切換スイッチを「ＯＮ」にして

も走行速度が変わらない。 

・配管不良 

・電磁弁不良 

・走行モータ不良 

★点検、修理 

★点検、修理 

★点検、修理 

作動油油温が上がりすぎる 

・作動油不足 

 

・冷却フィン間のゴミ詰まり 

・作業開始前点検を参照

して作動油補給する 

・清掃 

・ゴムクローラが外れる 

・スプロケットが異常摩耗する 
・ゴムクローラのゆるみ過ぎ 

・不定期点検を参照して

張りを調整する 
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８．３ エンジン関係 

・処置欄の★印付きの処置については、必ず当社販売サービス店へご連絡してください。 

・下記に示す以外に異常または原因があると思われるときは、当社または当社販売サービス店に修理をご依頼し

てください。 

 

異常現象 主な原因 処  置 

スタータを回しても、エンジンが始動し

ない 

・燃料不足 

 

・バッテリの充電量不足 

・気化器に燃料がきていない 

・点火プラグ不良 

・点火プラグ着火不良 

・圧縮圧力不足 

・作業開始前点検を参照

して燃料補給する 

・充電する 

★点検、交換 

・清掃、点検、交換する

★点検、交換 

★点検、交換 

エンジンが始動しても、すぐに止まる ・オイルパンの油量不足 

 

・作業開始前点検を参照

して適正にする 

・「エンジンが始動しな

い」の原因・処置を参

照する 

エンジン出力が出ない、出力が徐々に落

ちる 

・エアクリーナエレメントの目詰まり 

 

・リコイルスタータの網目の目詰まり 

 

・冷却フィン間のゴミ詰まり 

 

・点火プラグ不良 

・点火プラグ着火不良 

・圧縮圧力不足 

・不定期整備を参照して

清掃または交換する 

・作業開始前点検を参照

して清掃にする 

・清掃する 

★点検、修理 

・点検、清掃する 

★点検、交換 

★点検、交換 
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１．整備上の注意 

本機械を故障なく安全に使用していただくために、本書に記載されている点検・整備項目およびその方法をよく

理解し、各部の点検・整備を確実に行ってください。 

 
・本書に記載されている点検・整備作業以外行わないでください。 

個人の判断で行うと、重大な事故や故障につながる恐れがあります。 

故障や不具合の程度が判断できない場合も、当社または当社販売サービス店まで修理をご依頼してください。

・ご使用中や点検の結果、万一故障や不具合が発見されましたら、事業者の方または責任者の方に速やかに報

告し、当社または当社販売サービス店まで修理をご依頼してください。 

・点検・整備作業は、足場のよい平地に止めて行ってください。 

 

［１］ 交換部品は純正部品を 

交換部品には、当社指定の純正品をお使いください。 

 

［２］ 使用油脂は純正品を 

使用油脂には、純正品をお使いください。また、気温に応じて、指定粘度のものを使用してください。 

 

［３］ 油、グリースは清浄なものを 

油、グリースなどは清浄なものを使用し、容器もきれいなものを使用して、ごみの混入を防いでください。 

 

［４］ 機械はきれいに 

機械をきれいに洗浄して不具合部分を発見しやすくしてください。特にグリースニップル、ブリーザやオイルレ

ベルゲージ部（オイル点検窓）はきれいにし、ごみの混入を避けてください。 

 

［５］ 油の温度に注意 

停止直後の排油、フィルタの交換は危険ですので、温度が下がるのを待ってから行ってください。 

オイルが冷えているときの排油は、逆に油温を適当に暖めて（約２０～４０℃）行ってください。 

 

［６］ 排油、フィルタを点検する 

オイル交換後、フィルタ交換などを行うときは、排油、旧フィルタを点検し、多量の金属粉、異物がないか確認

してください。 

 

［７］ 給油時の注意 

給油口にストレーナのあるものは、ストレーナを外して注入してはいけません。 

 

［８］ ゴミの混入に注意 

オイルを点検・交換するときは、ほこりのたたないところで行い、ごみの混入を防いでください。 

 

［９］ 警告札を付ける 

オイルをドレンしたときには、他の人が誤ってエンジンを始動するのを防ぐため、操作盤に警告札をつけてくだ

さい。 

 

［１０］ 注意事項を守る 

機械に貼り付けしてある注意事項を守って作業してください。 
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［１１］ 溶接補修時の注意 

・電源を切ってください。（スタータスイッチを切る） 

・アースは、溶接部から１ｍ以内にとってください。 

・溶接部とアース部の間にシールやベアリングなどが入らないようにしてください。 

スパーク（火花）によりシール類などが損傷する原因となります。 

・荷台のピン周りや油圧シリンダは、アースを避けてください。 

スパーク（火花）によりメッキ部などが損傷する原因となります。 

 

［１２］ 火気に注意 

部品の洗浄は、不燃性の洗浄剤か軽油で行ってください。軽油を使用するときは、火気を近づけてはいけません。 

 

［１３］ 取り付け面はきれいに 

Ｏリング、ガスケットのシールが入っているところを外したときは、取り付け面をきれいにし、新品と交換して

ください。このとき、Ｏリング、ガスケットの組み込みを忘れないでください。 

 

［１４］ ポケットの中身は落とさない 

カバーを開けて下向きで点検整備するときは、内部に物を落とさないようにポケットの中の物は取り出しておい

てください。 

 

［１５］ 足回りの点検を 

岩石の多いところで作業するときは、足回りの破損、ボルト・ナットのゆるみ、亀裂、摩耗、損傷に注意し、ト

ラックシューの張りはふつうよりゆるめておいてください。 

 

［１６］ 洗車時の点検 

・電装部品およびコネクタに直接スチームなどを噴射してはいけません。 

・操作盤部には、水をかけないでください。 

・リコイルスタータ部に直接高圧洗車をかけないでください。 

・掃除をするときは、水をかけながら、きれいなウエスで泥、ほこりなどを洗い流してください。 

 

［１７］ 作業前後の確認、点検 

泥水中、雨中、海浜、雪中作業のときは、作業前に各プラグ、バルブなどの締まりを確認し、作業後には洗車し

て、各部の亀裂、損傷、ボルト・ナットのゆるみ、脱落がないか点検してください。 

なお、各給脂は早めに行ってください。 

 

［１８］ ほこりの多い現場では 

ほこりの多いところで作業するときは、つぎのことに注意してください。 

・エアクリーナの目詰まりをこまめに点検してください。 

・リコイルスタータを早めに清掃し、目詰まりしないようにしてください。 

・燃料フィルタは早めに清掃、交換してください。 

・電装品、特にスタータ、オルタネータにほこりがたまらないように清掃してください。 

 

［１９］ オイルは混用しない 

メーカの異なるオイルおよび種類の異なるオイルの混用は、絶対にしてはいけません。 

補給するときは、全量交換してください。 

交換部品は、当社純正品を使用してください。 
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２．整備の基本的内容 

［１］ オイルの取り扱い 

・オイルは、エンジンや作業機器などの非常に苛酷な条件下（高温、高圧）で使用されており、使用期間（時間）

とともに、劣化が進行します。 

取扱説明書に記載されている、グレード（等級）、使用温度に合ったオイルを必ず使用してください。 

たとえ、オイルが汚れていなくても、定められた期間（時間）で必ずオイルを交換してください。 

・オイルは、人体の血液に相当するため、不純物（水、金属粉、ごみなど）が混入しないように取り扱いに十分

注意してください。機械のトラブルの大半は、不純物の混入に起因しております。 

特に保管時や給油時など、不純物が混入しないように、十分注意してください。 

・オイルに異なるグレード、銘柄の異なるオイルを混入してはいけません。 

・オイルの量は、定められた量を注入してください。 

オイルが多すぎても、少なすぎてもトラブルの原因となります。 

・作業機器のオイルが濁った場合、水や空気が回路内に混入した場合が考えられます。 

当社または販売サービス店にご相談してください。 

・オイルを交換する場合は、必ず関連フィルタも交換してください。 

・工場出荷時、作動油系統のオイルは「ＩＳＯ ＶＧ３２」を使用しています。 

当社が推奨する以外のハイドロリックオイルを使用すると、フィルタ目詰まりの原因となりますので、使用し

ないでください。配管およびシリンダなどに残る程度のオイルは、混合しても問題ありません。 

 

［２］ オイルの貯蔵および保管 

・水分やごみなどの不純物が混入しないように、屋内に貯蔵および保管してください。 

・ドラム缶を長期間保管する場合は、ドラム缶の口が横一線になるように、横置に並べてください（湿気の吹込

みを防止）。やむを得ず屋外に保管する場合は、防水シートで覆うなどの注意を払ってください。 

・長期保管による変質を避けるため、先入れ、先出しにしたがって、先入れしたものから使用してください。 

 

［３］ グリースの取り扱い 

・グリースは接合部などのこじりや騒音の発生を防止します。 

・点検整備編に記載のないニップルは、オーバホール用のニップルのため、グリースの補充は不要です。 

なお、長期間使用後、渋りが発生した場合、給脂してください。 

・給脂後の押し出された古いグリースはきれいに拭き取ってください。 

特に砂・ごみなどが付着して回転部の摩耗を促進するような部分は、入念に拭き取ってください。 

 

［４］ フィルタの取り扱い 

・フィルタは、オイル、燃料、空気回路中の不純物が重要機器の中に入り込み、故障を引き起こすのを防止する、

非常に大切なものです。取扱説明書に基づいて定期的に交換してください。 

ただし、苛酷な稼働環境、使用オイルにより交換時期（時間）を短縮する配慮も必要です。 

・フィルタ（カートリッジタイプ）の洗浄による再使用は、絶対にしないでください。 

・オイルフィルタを交換した場合は、使用済みのフィルタに金属粉などが付着していないか確認してください。

付着している場合、当社または当社販売サービス店にご相談してください。 

・補給品のフィルタは、使用直前まで包装を解かないでください。 

・フィルタは、必ず純正品を使用してください。 
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［５］ 電装品の取り扱い 

・電装品は、水に濡れたり、皮覆の破れがあると漏電し、機械を狂わせたり誤作動させたりし、非常に危険です。 

・点検整備は、バッテリの液量点検があります。 

・機械に装着されている機器（電装品）は、絶対に機械から取り外したり、分解したりしてはいけません。 

・オプションとして準備されている装置以外の電装品は、取り付けてはいけません。 

・洗車時や雨の時、電装品に水がかからないように注意してください。 

・海浜作業のときは、電装品関係の手入れをよくして腐食を防止してください。 

 

［６］ 油圧機器の取り扱い 

・油圧装置は、作業時および作業終了時では高温です。また、作業中は高圧がかかっています。 

油圧関係装置の点検・整備は、つぎのことに注意して実施してください。 

・水平で強固な場所で機械を走行姿勢にさせ、シリンダ回路に圧がかからないようにして行ってください。 

・エンジンは、必ず止めてください。 

・稼働直後は、作動油、潤滑油が高温・高圧になっています。各部の油温が下がってから整備を始めてください。

温度が下がっても、内圧がかかっている場合があります。 

プラグやネジ、ホースの継ぎ手をゆるめるときは、身体を正面から避け、徐々にゆっくりゆるめ、内圧を抜き

ながら外してください。 

・油圧回路の点検、整備時は、必ず作動油タンクのエアーを抜いて、内圧を除去してください。 

・点検整備は、作動油量の点検、フィルタの交換、作動油の交換があります。 

・高圧ホースなどを外したときは、Ｏリングに傷がないか確認し、傷があるようならば、交換してください。 

・作動油フィルタエレメント・ストレーナなどの交換、洗浄を行ったときや、油圧機器の修理、交換、油圧配管

の取り外しなどを行ったときは、回路内のエアー抜きが必要です。 
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３．消耗部品 

フィルタエレメントなどの消耗部品は、定期整備時または摩耗限度前に交換してください。 

消耗部品を確実に交換し、本機械をより経済的にお使いください。 

部品交換には、必ず純正品をご使用してください。 

部品要求の際は、パーツカタログにより品番を確認してください。 

 

消耗部品一覧表 

項  目 交換期間（時間） 

作動油リターンフィルタ ６ヶ月ごと（５００時間ごと）

各シリンダパッキン類 ★３年ごと 

 

★交換期間欄の「★」印を付けた交換期間は、休車期間も含みます。 

★部品の交換は、最寄りの当社または販売サービス店にご依頼してください。 
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４．潤滑油脂類 

４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法 

気温によりつぎのように使い分けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・規定油量とは、各装置の配管部分などを含んだ全油量で、交換油量とは、点検・整備時交換するオイルの量で

す。 

・気温が０℃以下でエンジンを始動する場合は、たとえ日中の気温が１０℃程度まで上昇しても、必ずＳＡＥ１０Ｗ

－３０、ＳＡＥ１５Ｗ－４０を使用してください。 

・エンジンオイルパンのオイルは、ＳＣ級（ガソリンエンジンオイル）を使用してください。 

・作動油系統の耐摩耗性油圧作動油（ＩＳＯ ＶＧ４６、ＶＧ３２、ＶＧ２２）については、当社のリコメンドするオイルを

使用してください。 

当社工場出荷時は、エッソ石油「ヌトー Ｈ３２」を注入してあります。 
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４．２ 潤滑油脂の推奨銘柄 

［１］ 耐摩耗性作動油 

粘度グレード 

会社名        (ISO) 
ＶＧ４６ ＶＧ３２ 

新日本石油（ＥＮＥＯＳ） 
スーパーハイランド ４６ 

スーパーハイランド Ｚ４６ 

スーパーハイランド ３２ 

スーパーハイランド Ｚ３２ 

出光興産 
ダフニースーパーハイドロ ４６ 

ダフニースーパーハイドロ ＬＷ４６ 

ダフニースーパーハイドロ ３２ 

ダフニースーパーハイドロ ＬＷ３２ 

コスモ石油 
コスモハイドロ ＡＷ４６ 

コスモハイドロ ＨＶ４６ 

コスモハイドロ ＡＷ３２ 

コスモハイドロ ＨＶ３２ 

昭和シェル石油 
テラスオイル ４６ 

テラスオイル Ｋ４６ 

テラスオイル ３２ 

テラスオイル Ｋ３２ 

エクソンモービル 
モービル ＤＴＥ２５ 

モービル ＤＴＥ ＸＬ４６ 

モービル ＤＴＥ２４ 

モービル ＤＴＥ ＸＬ３２ 

 

［２］ エンジンオイル 

・三菱石油ゴールドオイル、ダイヤモンドモータオイル 

 

［３］ ギヤーオイル 

粘度グレード 

会社名        (ISO) ＶＧ３２０（ＪＩＳギヤー油２種６号） 

新日本石油（ＥＮＥＯＳ） ボンノック Ｍ３２０ 

出光興産 ダフニースーパーギヤオイル ３２０ 

コスモ石油 コスモギヤー ＳＥ３２０ 

昭和シェル石油 オマラオイル ３２０ 

スパルタン ＥＰ３２０ 
エクソンモービル 

モービルギヤー ６３２ 

 

［４］ グリース 

・前田製作所純正ブームグリース「ネオ・グリース」 
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ＭＥＭＯ 

 

 

 

 

 

 

 

 4-9 



５．付属工具と標準締付トルク 

５．１ 付属工具の紹介 

本機械に付属の工具は、つぎの通りです。 

№ 工 具 名 摘  要 

１ レンチ 
適用二面幅（Ｓ１－Ｓ２） 

１０ｍｍ－１２ｍｍ 

２ 点火プラグ用ボックスレンチ 二面幅：２１ｍｍ 

３ ボックスレンチ用ハンドル  

 

上記の工具が破損したときは、当社または当社販売サービス店に発注

してください。 

また、点検整備用として、工具が必要になった場合は、当社または当

社販売サービス店にご相談してください。 

 

５．２ 標準締付トルク一覧表 

特別な表示がないメートルねじのボルトおよびナットは、下表に示す

トルクで締め付けてください。 

ボルト、ナットの二面幅（ｂ）で、適切な締付トルクを決めてくださ

い。 

 

［１］ ボルトの頭に「８．８」（強度区分）の表示があるボルト 

締付トルク｛（Ｎ・ｍ（ｋｇｆ・ｍ）｝ 呼 びａ

（ｍｍ） 

二面幅ｂ

（ｍｍ） 目標値 範     囲 

６ １０ ７.８（０.８０） ６.８～９.０（０.７０～０.９２） 

８ １３ １９.０（１.９５） １６.５～２１.９（１.７０～２.２４） 

１０ １７ ３７.５（３.８５） ３２.６～４３.１（３.３５～４.４３） 

１２ １９ ６５.５（６.７０） ５７.０～７５.３（５.８５～７.７０） 

１４ ２２ １０４（１０.６） ９０.４～１２０（９.２～１２.２） 

１６ ２４ １６３（１６.６） １４２～１８７（１４.４～１９.１） 

１８ ２７ ２２４（２２.８） １９５～２５８（１９.８～２６.２） 

２０ ３０ ３１８（３２.４） ２７７～３６６（２８.２～３７.３） 

２２ ３２ ４３２（４４.０） ３７６～４９７（３８.３～５０.６） 

２４ ３６ ５４９（５６.０） ４７７～６３１（４８.７～６４.４） 

２７ ４１ ８０４（８１.９） ６９９～９２５（７１.２～９４.２） 

３０ ４６ １,０９０（１１１） ９４８～１,２５０（９６.５～１２８） 

３３ ５０ １,４８５（１５１） １,２９０～１,７１０（１３１～１７４）

３６ ５５ １,９１０（１９４） １,６６０～２,２００（１６７～２２３）
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［２］ ボルトの頭に「１０．９」（強度区分）の表示があるボルト 

締付トルク｛（Ｎ・ｍ（ｋｇｆ・ｍ）｝ 呼びａ 

（ｍｍ） 

二面幅ｂ 

（ｍｍ） 目標値 範     囲 

６ １０ １１.０（１.１） ９.４～１２.７（０.９３～１.２６） 

８ １３ ２７.０（２.７） ２３.０～３１.１（２.３～３.１０） 

１０ １７ ５３.０（５.４） ４５.０～６１.０（４.６～６.２１） 

１２ １９ ９３.０（９.５） ７９．０～１０７（８.１０～１０.９） 

１４ ２２ １４８（１５.１） １２６～１７０（１２.８～１７.４） 

１６ ２４ ２３１（２３.５） １９６～２６６（２０.０～２７.０） 

１８ ２７ ３１７（３２.３） ２６９～３６５（２７.５～３７.１） 

２０ ３０ ４５０（４５.９） ３８３～５１８（３９.０～５２.８） 

２２ ３２ ６１２（６２.４） ５２０～７０４（５３.０～７１.８） 

２４ ３６ ７７８（７９.３） ６６１～８９５（６７.４～９１.２） 

２７ ４１ １,１３０（１１６） ９６１～１,３００（９８.６～１３３） 

３０ ４６ １,５４０（１５８） １,３１０～１,７７０（１３４～１８２）

３３ ５０ ２,１００（２１４） １,７９０～２,４１０（１８２～２４６）

３６ ５５ ２,７００（２７５） ２,３００～３,１００（２３４～３１６）

 

［３］ ボルトの頭に「１２．９」（強度区分）の表示があるボルト 

締付トルク｛（Ｎ・ｍ（ｋｇｆ・ｍ）｝ 呼びａ 

（ｍｍ） 

二面幅ｂ 

（ｍｍ） 目標値 範     囲 

６ １０ １３.０（１.３０） 11.1～15.0（1.11～1.50） 

８ １３ ３１．５（３．２０） 26.8～36.2（2.72～3.70） 

１０ １７ ６２．５（６．４０） 53.1～71.9（5.44～7.35） 

１２ １９ １０９（１１．１） 92.7～125（9.44～12.8） 

１４ ２２ １７４（１７．７） 148～200（15.0～20.4） 

１６ ２４ ２７１（２７．７） 230～312（23.5～31.9） 

１８ ２７ ３７３（３８．１） 317～429（32.4～43.8） 

２０ ３０ ５２９（５４．０） 450～608（45.9～62.1） 

２２ ３２ ７２０（７３．４） 612～828（62.4～84.4） 

２４ ３６ ９１５（９３．３） 778～1,050（79.3～107） 

２７ ４１ １，３４０（１３６） 1,140～1,540（116～156） 

３０ ４６ １，８２０（１８５） 1,550～2,090（157～213） 

３３ ５０ ２，４７０（２５２） 2,100～2,840（214～290） 

３６ ５５ ３，１８０（３２４） 2,700～3,660（275～373） 
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［４］ それ以外のボルト 

締付トルク｛（Ｎ・ｍ（ｋｇｆ・ｍ）｝ 呼びａ 

（ｍｍ） 

二面幅ｂ 

（ｍｍ） 目標値 範     囲 

６ １０ ３.０（０.３０） ２.６～３.５（０.２６～０.３５） 

８ １３ ７.５（０.７５） ６.５～８.６（０.６５～０.８５） 

１０ １７ １４.５（１.４５） １２.６～１６.７（１.２５～１.６５）

１２ １９ ２５.０（２.５５） ２１.７～２８.８（２.２０～２.９５）

１４ ２２ ４０.０（４.１０） ３４.８～４６.０（３.５５～４.７０）

１６ ２４ ６２.５（６.４０） ５４.３～７１.９（５.５５～７.３５）

１８ ２７ ８６.０（８.７５） ７４.８～９８.９（７.６０～１０.０）

２０ ３０ １２２（１２.４） １０６～１４０（１０.８～１４.３）

２２ ３２ １６６（１６.９） １４４～１９１（１４.７～１９.４）

２４ ３６ ２１１（２１.５） １８３～２４３（１８.７～２４.７）

２７ ４１ ３０９（３１.４） ２６９～３５５（２７.３～３６.１）

３０ ４６ ４１９（４２.６） ３６４～４８２（３７.０～４９.０）

３３ ５０ ５７０（５８.０） ４９５～６５６（５０.４～６６.７）

３６ ５５ ７３２（７４.５） ６３６～８４２（６４.８～８５.７）
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６．点検整備一覧表 

点 検 整 備 項 目 ページ 

７．１ 初めの１週間（２５時間）の整備 ４－１４ 

［１］ エンジンオイルの交換 ４－２９ 

７．２ 初めの３ヶ月（２００時間）の整備 ４－１４ 

［１］ 作動油タンク内オイルおよび作動油リターンフィルタの交換 ４－３３ 

［２］ 走行モータ減速機ケース内オイルの交換 ４－３６ 

７．３ 不定期整備 ４－１５ 

［１］ エアクリーナの点検・清掃・交換 ４－１５ 

［２］ バッテリの液面点検 ４－１６ 

［３］ ゴムクローラの張り点検・調整 ４－１７ 

［４］ ゴムクローラの損傷、摩耗点検 ４－２１ 

［５］ ゴムクローラの交換 ４－２２ 

７．４ 作業開始前点検 ４－２４ 

［１］ エンジンオイルの油量点検・補給 ４－２４ 

［２］ 燃料量の点検・補給 ４－２５ 

［３］ 作動油タンク内油量の点検・補給 ４－２６ 

［４］ リコイルスタータの点検・清掃 ４－２７ 

［５］ エンジン排気口の点検・清掃 ４－２７ 

［６］ 燃料フィルタポットの点検・洗浄 ４－２８ 

７．５ ５０時間ごとの整備 ４－２９ 

［１］ エンジンオイルの交換 ４－２９ 

［２］ エンジン点火プラグの点検・清掃 ４－３０ 

７．６ ２００時間ごとの整備 ４－３１ 

［１］ 走行モータ減速機ケース内油量の点検・補給 ４－３１ 

［２］ 荷台各部の給脂 ４－３２ 

７．７ ５００時間ごとの整備 ４－３４ 

［１］ 作動油タンク内オイルおよび作動油リターンフィルタの交換 ４－３４ 

［２］ エンジン気化器の点検・調整 ４－３６ 

［３］ エンジン吸排気弁スキマ調整 ４－３６ 

［４］ エンジン吸排気弁座の点検・すり合わせ ４－３６ 

［５］ エンジンヘッドボルトの増し締め ４－３６ 

７．８ １０００時間ごとの整備 ４－３７ 

［１］ 走行モータ減速機ケース内オイルの交換 ４－３７ 

［２］ エンジンピストンリングの交換 ４－３７ 
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７．作業手順 

７．１ 初めの１週間（２５時間）の整備 

新車１回目の整備のみ１週間（20時間）運転後、つぎの整備を行ってください。 

［１］ エンジンオイルの交換 

整備の場所、方法は、「7.5 １ヶ月（50時間）ごとの整備」の項を参照してください。 

 

７．２ 初めの３ヶ月（２００時間）の整備 

新車１回目の整備のみ３ヶ月（２５０時間）運転後、つぎの整備を行ってください。 

［１］ 作動油タンク内オイルおよび作動油リターンフィルタの交換 

整備の場所、方法は、「点検整備編 ７．７ ６ヶ月（５００時間）ごとの整備」の項を参照してください。 

［２］ 走行モータ減速機ケース内オイルの交換 

整備の場所、方法は、「点検整備編 ７．８ １２ヶ月（１０００時間）ごとの整備」の項を参照してください。 
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７．３ 不定期整備 

［１］ エアクリーナの点検・清掃・交換 

 
エンジン回転中は、エアクリーナを清掃、交換してはいけません。 

 

アドバイス 

エレメントは、乾燥した状態で使用しないでください。 

ゴミやほこりがエンジンの中に入り、エンジンの寿命を縮める恐れがあります。 

エレメントは、必ずエンジンオイルに浸してから固く絞り、濡らした状態にしてください。 

 

ＸＡＭ１４１１０ 

新規 

エアクリーナカバー 

１．「操作編 １．５ マシナリカバー」の項を参照して、マシナリカバ

ーを取り外してください。 

 

２．ボルト(5)を2ヶ所外し、カバー(1)内からエレメント(2)を抜き出し、

エレメント(スポンジ部)にゴミやほこりが詰まっているか、エレ

メントに穴や大きな損傷がないか点検してください。 

補足説明 

・エレメントに穴や大きな損傷があれば、交換してください。 
・カバー(1)を外した後の吸気口は、ごみが入らないようにきれいな

布やテープでふさいでください。 

 

３．カバー(1)内側を清掃してください。 
４．ボデー(4)内側を清掃してください。 
５．エレメント(2)は、つぎの手順で清掃してください。 

(1) エレメントを灯油で洗浄してください。 

(2) 洗浄後、エレメントに含まれた灯油をよく絞り、乾燥させて

ください。 

(3) エレメントをエンジンオイルに浸し、その後、エレメントに

含まれたエンジンオイルを固く絞り出してください。 

６．エレメント(2)をカバー(1)にセットしてください。 
７．カバー(1)とエレメント押え(3)をボデー(4)に押し込み、ボルト(5)

で固定してください。 
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［２］ バッテリの液面点検 

 
・バッテリは、可燃性のガスを発生し、爆発の危険がありますので、火気を近づけてはいけません。 

・バッテリ液は、危険物です。 

目や皮膚に付かないようにしてください。万一付いたときは、多量の水で洗い流し、医師の治療を受けてく

ださい。 

・バッテリ液は、「最高液面線」を越えて補充しないでください。 

液漏れによる火災の原因となることがあります。 

 

アドバイス 
・バッテリの上面を清潔に保つため、湿った布で拭いてください。 

・蒸留水を補給するときは、凍結防止のため、翌日の作業開始前に行ってください。 

 

１．「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」または「操作編 ２．１４ 荷

台のリフト操作」の項を参照し、荷台を上昇させてください。 

 

２．バッテリケースの側面に、透けて見えるバッテリ液を確認してく

ださい。 

補足説明 

バッテリケースが汚れていたら、きれいに拭いてください。 

 

３．バッテリ液の上端が最高液面線①まであるか点検してください。 

 

４．バッテリ液の上端が最高液面線①までなければ、バッテリキャッ

プ③（６個）をすべて外し、蒸留水を最高液面線①まで補充して

ください。 

補足説明 

バッテリ液をこぼしたときは、希硫酸を入れてください。 

 

５．バッテリキャップ③の通気口を点検し、詰まっていれば清掃し、

キャップを確実に締めてください。 
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［３］ ゴムクローラの張り点検・調整 

アドバイス 
・ゴムクローラの張り点検・調整を行うときは、ゴムクローラの片側を地上から８０ｍｍ程度浮かしてください。

★片側のゴムクローラを浮かせる方法は、［足回りを浮かせる方法］の項を参照してください。 

・ゴムクローラの張り方は、中央部のトラックローラ踏面とゴムクローラの肩部とのスキマが５～１０ｍｍにな

るのが標準です。 

・グリースを圧入しても張りがゆるい場合は、ゴムクローラまたは張り調整用シリンダのシールを交換する必

要があります。 

ゴムクローラの交換、修理、継続の判定は、当社または当社販売サービス店にご相談してください。 

 

ゴムクローラは、作業条件や土質によって摩耗状態が異なりますので、

常に摩耗状態および張り具合を点検してください。 

特に新車時や新品装着時は、張り量を規定値に調整した後、５～３０時

間程度走行を繰り返すと、「初期ゆるみ」が発生します。 

「初期ゆるみ」の期間が過ぎるまでは、こまめに張り調整を行ってく

ださい。「ゴムクローラ張り不足に起因するゴムクローラ外れ」が防

止できます。 

〔張り点検〕 

１．後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、点検する側のゴ

ムクローラを地上から８０mm程度浮かしてください。 

 

２．ゴムクローラの継目部（Ｍ印）が車軸間中心上側になるように、

点検する側のクローラを走行操作してください。 

 

３．中央部のトラックローラ踏面とゴムクローラの肩部とのスキマを

測定してください。 

補足説明 

スキマが５～１０ｍｍあれば標準の張りです。 

 

４．標準の張りでないときは、つぎのページの「張り調整」の項を参

照して、調整してください。 
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〔張り調整〕 

ゴムクローラの「張り点検」の結果、ゴムクローラの張りが標準の張

りよりゆるんでいたときは、つぎのように調整してください。 

ゴムクローラがゆるんだ状態（ゴムクローラの張りが１５ｍｍ以上）で

作業すると、脱輪や芯金部の早期摩耗原因になります。 

 

・張りがゆるい場合（張りを強くする） 

★グリースガン（ポンプ）を用意してください。 

１．取付けボルト②（２本）を外し、点検カバー①を取り外してくだ

さい。 

 

２．グリースバルブ③からグリースガンによってグリースを圧入して

ください。 

 

３．正しい張り状態になっていることを確認するため、つぎの作業し

てください。 

（１）後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、浮かせてい

たゴムクローラを地上に降ろしてください。 

（２）機械を前後進させてください。 

（３）後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、再びゴムク

ローラを地上から８０ｍｍ程度浮かしてください。 

 

４．再度、ゴムクローラの「張り点検」を行ってください。 

適正な張りになっていなければ、もう１度調整してください。 

 

５．取付けボルト②（２本）を使用し、点検カバー①を取り付けてく

ださい。 

 

６．後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、ゴムクローラを

地上に降ろしてください。 
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・張りが強い場合（張りを弱くする） 

 
ゴムクローラの張り調整装置の内部には、グリースが封入されています。グリースは、ゴムクローラの張力に

よって高圧になっています。 

つぎの注意事項を守らないで調整を行うと、グリースバルブが飛び出して重大な事故を招く恐れがあります。

・張り調整用のグリースバルブは、１回転以上ゆるめてはいけません。グリースバルブが飛び出す危険があり

ます。 

・張り調整を行う場合は、グリースバルブの正面に身体を置かないようにし、危険を回避してください。 

 

１．取付けボルト②（２本）を外し、点検カバー①を取り外してくだ

さい。 

 

２．グリースバルブ③を少しづつゆるめて、グリースを出してくださ

い。 

 

３．グリースバルブ③をゆるめるときは、最大でも１回転までにして

ください。 

 

４．グリースの出が悪いときには、つぎの作業をして、グリースを出

してください。 

（１）後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、浮かせてい

たゴムクローラを地上に降ろしてください。 

（２）機械を前後進させてください。 

（３）後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、再びゴムク

ローラを地上から８０ｍｍ程度浮かしてください。 

 

５．グリースバルブ③を締め込んでください。 

 

６．ゴムクローラの「張り点検」を行ってください。 

適正な張りになっていなければ、もう１度調整してください。 

 

７．取付けボルト②（２本）を使用し、点検カバー①を取り付けてく

ださい。 

 

８．後述の［足回りを浮かせる方法］の項を参照し、ゴムクローラを

地上に降ろしてください。 
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［足回りを浮かせる方法：クレーンによる方法］ 

 
・足回りを吊り上げるときは、必ず水平で強固な場所を選んでください。 

・荷台を完全に台車に降ろし、格納した「走行姿勢」にしてください。 

・足回りの吊り上げは、必ず片側ずつ行うようにしてください。 

片側の足回りを浮かせた後は、トラックフレームの下面に角材などのブロックを入れ、機械を安定させてく

ださい。 

・「操作編 ４．２ 機械の吊り上げ方法」の項で示す方法以外で、足回りを吊り上げてはいけません。 

機械のバランスをくずす危険があります。 

 

１．「操作編 ４．２ 機械の吊り上げ方法」の項を参照し、ゴムクロー

ラの片側が地上から８０ｍｍ程度浮くまで吊り上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

２．地上とトラックフレームの下面の間に角材Ａなどのブロックを入

れ、機械を安定させてください。 

 

３．クレーンのフックを下げ、機械から玉掛け具を取り外してくださ

い。 

補足説明 

片側のゴムクローラを地上に降ろすときは、上記と逆の手順で行っ

てください。 

 

［足回りを浮かせる方法：ジャッキアップによる方法］ 

 
・足回りのジャッキアップを行うときは、必ず水平で強固な場所を

選んでください。 

・荷台を完全に台車に降ろし、格納した「走行姿勢」にしてくださ

い。 

・ジャッキアップは、必ず片側ずつ行うようにしてください。 

左右両側を同時にジャッキアップすると機械が不安定になり、転

倒する恐れがあります。 

 

１．１トン以上の油圧ジャッキ２基をトラックフレームの下面に当て

がってください。 

 

２．ゴムクローラの片側が地上から８０ｍｍ程度浮くまでジャッキア

ップしてください。 

 

補足説明 

片側のゴムクローラを地上に降ろすときは、上記と逆の手順で行っ

てください。 
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［４］ ゴムクローラの損傷、摩耗点検 

アドバイス 

ゴムクローラの交換、修理、継続の判定は、当社または当社販売サービス店にご相談してください。 

 

つぎの状態になったら、ゴムクローラの補修または交換が必要となり

ますので、当社または当社販売サービス店に補修・交換をご依頼して

ください。 

〔ラグの高さ〕 

・ラグの高さ「ａ」が摩耗によって減ってくると、けん引力が低下し

ます。 

ラグの高さ「ａ」が５ｍｍ以下になったら新品と交換してください。 

 

・ラグが摩耗してゴムクローラ内部のスチールコードが２リンク以上

にわたり露出した場合には、新品と交換してください。 

 

 

 

 

 

〔スチールコードの切断〕 

・片方のスチールコード層の半分以上が切断したものは、新品と交換

してください。 

 

 

 

 

 

〔芯金の離脱〕 

・ゴムクローラの芯金が１箇所以上離脱したものは、新品と交換して

ください。 

 

 

 

 

 

〔き裂〕 

・ゴムクローララグ間に発生したものは、長さ約３０ｍｍ程度に大きく

なった時点で補修を行ってください。 

ただし、傷が小さく短い場合でも、内部のスチールコードが見える

ような場合は、すみやかに補修してください。 
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［５］ ゴムクローラの交換 

 
・ゴムクローラの張り調整装置の内部には、グリースが封入されています。グリースは、ゴムクローラの張力

によって高圧になっています。つぎの注意事項を守らないでグリースを抜くと、グリースバルブが飛び出し

て重大な事故を招く恐れがあります。 

・張り調整用のグリースバルブは、１回転以上ゆるめてはいけません。グリースバルブが飛び出す危険があ

ります。 

・張り調整を行う場合は、グリースバルブの正面に身体を置かないようにし、危険を回避してください。 

・ゴムクローラを外す前に、内部のグリースが完全に抜けていることを確認してから、スプロケットを回して

ください。 

 

〔ゴムクローラの取り外し〕 

★鉄パイプを用意してください。 

１．「点検整備編 ７．３ ［３］ゴムクローラの張り点検・調整」の項を

参照し、足回りを地上から８０ｍｍ程度浮かしてください。 

 

２．取付けボルト②（２本）を外し、点検カバー①を取り外してくだ

さい。 

 

３．グリースバルブ③を少しづつゆるめて、グリースを出してくださ

い。 

 

４．グリースバルブ③をゆるめるときは、最大でも１回転までにして

ください。 

 

 

 

 

５．鉄パイプを右図のようにアイドラとゴムクローラの間にかませて

から、スプロケットを後進方向に回転させてください。 

 

６．鉄パイプによってアイドラからゴムクローラが浮いたら、横方向

にスライドさせて外してください。 
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〔ゴムクローラの取り付け〕 

★グリースガンを用意してください。 

★鉄パイプを用意してください。 

１．「点検整備編 ７．３ ［３］ゴムクローラの張り点検・調整」の項を

参照し、足回りを地上から８０ｍｍ程度浮かしてください。 

 

２．ゴムクローラをスプロケットにかみ合わせ、アイドラに掛けてお

いてください。 

 

３．スプロケットを後進方向に回転させ、ゴムクローラを押し込み回

転を止めてください。 

 

 

 

４．鉄パイプをゴムクローラにかませてから、スプロケットを再度回

転させ、ゴムクローラをアイドラに確実に掛けてください。 

 

 

 

 

 

 

５．回転を止めて、ゴムクローラが確実にスプロケットとアイドラに

かかっていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

６．「点検整備編 ７．３ ［３］ゴムクローラの張り点検・調整」の項を

参照し、ゴムクローラの張りを調整してください。 

 

７．ゴムクローラとスプロケット、アイドラのかみ具合や張り具合が

十分であることを確認してください。 

 

８．「点検整備編 ７．３ ［３］ゴムクローラの張り点検・調整」の項を

参照し、ゴムクローラを地上に降ろしてください。 
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７．４ 作業開始前点検 

この項に示す内容は、１日の最初のエンジンを始動する前に行ってください。 

［１］ エンジンオイルの油量点検・補給 

 

油量点検・補給後は、オイルレベルゲージを確実に締め付けてください。運転中にオイルレベルゲージが脱落

し、高温になったオイルが噴き出してやけどする恐れがあります。 

 

アドバイス 

・使用するオイルは、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法」の項を参照してください。指定以

外のオイルを使用すると、エンジンの寿命を縮める恐れがあります。必ず指定のオイルを補給してください。

・エンジン油量は、適正な油量に保ってください。 

オイルを入れ過ぎると、オイルの消費が多くなったり、油温が上がりやすくなり、オイルが早期に劣化しま

す。オイルが少な過ぎると、エンジンが焼き付く恐れがあります。 

 

１．機械を水平な場所に止めてください。 

 

２．オイルレベルゲージ(Ｇ)を回して取り外し、ウエスでオイルを拭

き取ってください。 

 

３．オイルレベルゲージ(Ｇ)を給油口に差し込み、引き抜いてくださ

い。 

補足説明 

オイルレベルゲージ(Ｇ)は、ねじ込まないでください。 

 

４．オイルレベルゲージ(Ｇ)の刻印（ＨとＬ）の範囲にオイルがあれ

ば適正です。 

 

５．オイルが「Ｌ」までないときは、給油口からエンジンオイルを補

給してください。 

補足説明 

エンジンオイルは、給油口の口元まで補給してください。 

 

６．オイルの補給後は、オイルレベルゲージ(Ｇ)を確実に締め付けて

ください。 
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［２］ 燃料量の点検・補給 

 
・燃料はガソリン（オクタン価：８９～９２）を使用しています。 

タバコの火等、火気には十分注意してください。 

・燃料を補給するときは、必ずエンジンを停止してください。 

エンジンを運転したまま燃料を補給すると、こぼれた燃料が高温になったマフラなどから引火する恐れがあ

ります。 

・燃料の入れ過ぎは、こぼれて危険です。規定のレベルよりやや少なくしてください。 

燃料がこぼれたら必ずきれいに拭き取ってください。 

・燃料の補給後は、タンクキャップを確実に閉めてください。 

 

１．燃料タンク上面の燃料レベルゲージ(Ｇ)を見て、燃料が満タンに

なっているか点検してください。 

 

２．燃料が不足していたら、燃料タンク上面のタンクキャップ(Ｆ)を

外し、燃料レベルゲージ(Ｇ)を見ながら給油口から燃料を補給し

てください。 

 

３．燃料の補給後は、タンクキャップを回して確実に閉めてください。 

 

補足説明 

一日の作業終了後、燃料を満タンにしておいてください。 
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［３］ 作動油タンク内油量の点検・補給 

 
・作動油タンクの給油口カバーを取り外すと、オイルが噴き出すことがあります。給油口カバーは、ゆっくり

外し、内圧を逃がしてから取り外してください。 

・オイルの補給後は、給油口カバーの取付けボルトを確実に締め付けてください。運転中に給油口カバーが脱

落し、高温になったオイルが噴き出してやけどする恐れがあります。 

 

アドバイス 

・使用するオイルは、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法」の項を参照してください。 

・油量点検を行うときは、必ず機械を走行姿勢にしてください。 

荷台が上昇している状態で油量点検すると、油量が少ないと判定してオイルを入れ過ぎてしまいます。 

 

１．マシナリカバー左側面部のオイルレベルゲージ(Ｇ)を見て、オイ

ルがレベルポイント（赤点）まであるか点検してください。 

 

２．オイルが不足していたら、つぎの手順でオイルを補給してくださ

い。 

（１） 「操作編 １．４ マシナリカバー」の項を参照してマシナリ

カバーを取り外してください。 

（２） 作動油タンク上面の給油口カバー(Ｆ)の取付けボルト①（４

本）を外して給油口カバー(Ｆ)を取り外してください。 

補足説明 
給油口カバー(Ｆ)の取り外し後は、パッキンの両面、給油口カバー

(Ｆ)および作動油タンクに付着している液体パッキンをきれいに除

去してください。 

（３） オイルレベルゲージ(Ｇ)を見ながら給油口から作動油を補給

してください。 

（４） オイルの補給後は、給油口カバー(Ｆ)を取り付け、取付けボ

ルト①（４本）を確実に締め付けてください。 

補足説明 
給油口カバー(Ｆ)を取り付ける前にパッキンの両面に液体パッキン

を塗布してください。 

（５）「操作編 １．４ マシナリカバー」の項を参照してマシナリカ

バーを取り付けてください。 
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［４］ リコイルスタータの点検・清掃 

アドバイス 

リコイルスタータの網目が目詰まりすると、エンジンがオーバーヒートする原因になり、エンジンの寿命を縮

める恐れがあります。 

必ずリコイルスタータの網目を点検し、清掃してください。 

 

操作位置下側のリコイルスタータの網目①を点検し、網目①に紙屑や

わら屑、枯れ葉などが堆積していないか確認してください。 

それらが堆積していれば取り除いてください。 

 

 

 

 

［５］ エンジン排気口の点検・清掃 

 

エンジン排気口に紙屑やわら屑、枯れ葉などが堆積していると、火災の原因になります。 

必ずエンジン排気口を点検し、清掃してください。 

 

エンジン排気口を点検し、排気口の中に紙屑やわら屑、枯れ葉などが

堆積していないか確認してください。 

それらが堆積していれば取り除いてください。 
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［６］ 燃料フィルタポットの点検・洗浄 

 
・フィルタポット内にはガソリンが入っています。 

フィルタポットを洗浄するときは、タバコの火等、火気には十分注意してください。 

・フィルタポットを取り外すとき、燃料がこぼれたら必ずきれいに拭き取ってください。 

 

アドバイス 
フィルタポット内に水やゴミが溜まっていると、エンジン不調の原因になります。フィルタポット内を点検し、

水やゴミが溜まっていたら洗浄してください。 

 

１．機械を水平な場所に止めてください。 

２．「操作編 １．５ マシナリカバー」の項を参照し、マシナリカバー

を取り外してください。 

３．燃料フィルタポット(1)を点検し、ポット内に水やゴミが溜まって

いないか確認してください。 
４．ポット(1)内に水やゴミなどが溜まっていたら、つぎの手順でポッ

ト内を洗浄してください。 

(1) ヘッド(3)のレバー(2)を水平位置（閉）に回し、燃料を止めてく

ださい。 

(2) ヘッド(3)部からポット(1)を取り外してください。 

(3) ポット(1)内の燃料および水を捨ててください。 

(4) ポット(1)内からフィルタネット(4)を取り出し、付着している

ゴミなどを取り除いてください。 

(5) ポット(1)内にフィルタネット(4)を入れ、パッキン(5)をセット

してヘッド(3)部にポット(1)を取り付けてください。 

(6) ヘッド(3)部のレバー(2)を垂直位置(開)に回し、燃料回路を開

いてください。 

補足説明 

ポット(1)は、ヘッド(3)部にリテーナリング(6)で取り付けられていま

す。 
ポット(1)を取り外すときは、リテーナリング(6)を左方向に回してく

ださい。ポット(1)を取り付けるときは、リテーナリング(6)を右方向

に回してください。 
 

５．「操作編 １．５ マシナリカバー」の項を参照し、マシナリカバー

を取り付けてください。 
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７．５ ５０時間ごとの整備 

［１］ エンジンオイルの交換 

 
・油量点検・補給後は、オイルレベルゲージを確実に締め付けてください。運転中にオイルレベルゲージが脱

落し、高温になったオイルが噴き出してやけどする恐れがあります。 

・エンジンの稼働直後は、各部が高温になっています。 

すぐにオイル交換を行わず、オイルが手で触れることができる程度まで冷えるのを待ってください。 

エンジンが冷え切ってしまうと、オイルが完全に排出されません。 

 

アドバイス 

・使用するオイルは、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法」の項を参照してください。指定以

外のオイルを使用すると、エンジンの寿命を縮める恐れがあります。必ず指定のオイルを補給してください。

・エンジン油量は、適正な油量に保ってください。 

 

★排油を受ける容器：２ℓ 以上の容器を用意してください。 

★オイルパン交換油量：１．０ℓ 

１．機械を水平な場所に止めてください。 

２．機械左側下部のドレンプラグ(Ｐ)の真下に排油を受ける容器をお

いてください。 

３．オイルをかぶらないように、ゆっくりとドレンプラグ(Ｐ)を回し

て外し、排油してください。 

４．排油を点検し、多量の金属紛、異物があるときには、当社販売サ

ービス店にご連絡してください。 

５．ドレンプラグ(Ｐ)を取り付けてください。 

６．オイルレベルゲージ(Ｇ)を回して取り外し、ウエスでオイルを拭

き取ってください。 

７．オイルレベルゲージが取り付けられていた給油口(Ｆ)からエンジ

ンオイルを規定量入れてください。 

補足説明 
エンジンオイルは、給油口(Ｆ)の口元まで補給してください。 

 

８．オイルレベルゲージ(Ｇ)を給油口に差し込み、引き抜いてくださ

い。 

補足説明 
オイルレベルゲージ(Ｇ)は、ねじ込まないでください。 

 

９．オイルレベルゲージ(Ｇ)の刻印（ＨとＬ）の範囲にオイルがある

ことを確認してください。 

１０．オイルの補給後は、オイルレベルゲージ(Ｇ)を確実に締め付けて

ください。 
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［２］ エンジン点火プラグの点検・清掃 

アドバイス 

点火プラグは、必ず指定のものを使用してください。 

指定以外の点火プラグは、エンジン不調や寿命を縮める恐れがあります。 

★指定点火プラグ：ＮＧＫ ＢＰＲ５ＥＳ 

 

★点火プラグ用ボックスレンチとハンドルを用意してください。 

★プラグクリーナまたはワイヤブラシを用意してください。 

 

１．「操作編 １．４ マシナリカバー」の項を参照し、マシナリカバー

を取り外してください。 

 

２．点火プラグの配線ソケット①（１個）を外してください。 

 

３．点火プラグ用ボックスレンチの穴にハンドルを通し、点火プラグ

を外してください。 

 

４．点火プラグのカーボンをプラグクリーナまたはワイヤブラシで掃

除してください。 

補足説明 
点火プラグは、ヤスリ等では清掃しないでください。電極を摩滅さ

せます。 

 

５．点火プラグの電極スキマを測定してください。 

補足説明 
電極スキマ基準値：０．７ｍｍ 

 

６．電極スキマが基準値になっていなかった場合は、（－）極側の曲

がり具合を変えて、基準値の範囲にしてください。 

 

７．点火プラグを元の位置に取り付け、点火プラグの配線ソケット①

を接続してください。 

 

８．「操作編 １．４ マシナリカバー」の項を参照し、マシナリカバー

を取り付けてください。 
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７．６ ２００時間ごとの整備 

［１］ 走行モータ減速機ケース内油量の点検・補給 

アドバイス 

・使用するオイルは、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法」の項を参照してください。 

・オイルの点検・補給後は、油量点検プラグのねじ部にシールテープ等を使用して油漏れ止めをし、確実に締

め付けてください。 

 

１．機械を前後進させて、走行モータ減速機ケースのドレンプラグ（Ｐ）

が真下になるようにしてください。 

 

２．走行モータ減速機ケースの油量点検プラグ(Ｇ)を外し、オイルが

プラグ穴から出てくるか点検してください。 

 

３．オイルが不足していたら、油量点検プラグ(Ｇ)のプラグ穴からギ

ヤーオイルを注入してください。 

補足説明 

ギヤーオイルは、油量点検プラグ穴からオイルが出てくるまで注入

してください。 

 

４．オイルの点検・補給後は、油量点検プラグ(Ｇ)を確実に締め付け

てください。 
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［２］ 荷台各部の給脂 

 
・機械は、水平で強固な場所に駐車してください。 

・荷台をダンプ上昇させたまま荷台の下で整備するときは、荷台落

下防止のため、必ず右図のように荷台落下防止棒①を使用して、

荷台が落下しないようにしてください。 

・荷台をリフト上昇させたまま荷台の下で整備するときは、荷台落

下防止のため、必ず右図のように荷台フレームのレール④に木材

②などをはさんで、リフトアーム③のローラ⑤が動かないように

し、荷台が落下しないようにしてください。 

★木材②の寸法 

幅：３０～５０ｍｍ、高さ：３０～４５ｍｍ、長さ：３５０～４００ｍｍ

 

アドバイス 
・初期なじみがでる新車１ヶ月半（１００時間）稼働程度までは、作

業開始前点検時に給指を行ってください。 

・荷台各部の給脂には、当社純正ブームグリース「ネオ・グリース」

(Ａ)を使用してください。 

給脂は、つぎのようにしてください。 

１．穴など集中的に給脂する場合は、ノズルを水平に起こしてネ

オ・グリース上部のボタンを押してください。 

ノズルの先端からグリースが噴射されます。 

２．面など広範囲に給脂する場合は、ノズルをたたんで「ネオ・

グリース」上部のボタンを押してください。 

缶本体の噴射口からグリースが噴霧されます。 

 

荷台各部の給脂は、つぎのように行ってください。 

１．荷台ヒンジピンのボス穴⑥にグリースを注入するときは、つぎの

ようにしてください。 

（１） 「操作編 ２．１３ 荷台のダンプ操作」および「操作編 ２．１

４ 荷台のリフト操作」の項を参照し、荷台を台車に格納して

ください。 

（２） 「ネオ・グリース」(A)のノズルを起こし、荷台前方下部ボ

スの給脂穴（２箇所）にノズルを差し込み、ボタンを押して

ください。 
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２．荷台リフトブラケット連結ピンの上部ボス穴①、クロス部ボス穴②、下部ボス穴③にグリースを注入すると

きは、つぎのようにしてください。 

（１） 「操作編 ２．１４ 荷台のリフト操作」の項を参照し、荷台をリフト上昇させてください。 

（２） 「ネオ・グリース」(Ａ)のノズルを起こし、上下およびクロス部ボスの給脂穴（６箇所）にノズルを差

し込み、ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．荷台リフトブラケットの上下スライド溝④、⑤にグリースを塗布

するときは、つぎのようにしてください。 

（１） 「操作編 ２．１４ 荷台のリフト操作」の項を参照し、荷台を

リフト上昇させてください。 

（２） ネオ・グリース(A)のノズルをたたみ、リフトブラケットの

上下スライド溝から少し離した状態で、ボタンを押してくだ

さい。（大きく広がるように噴霧してください。） 

（３） リフトブラケットの上下スライド溝の全体にグリースが行き

わたるように、ボタンを押しながら何度も腕を振ってくださ

い。 
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７．７ ５００時間ごとの整備 

［１］ 作動油タンク内オイルおよび作動油リターンフィルタの交換 

 
・エンジンの稼働直後は、各部が高温になっています。 

すぐにオイル交換を行わず、オイルが冷えてから行ってください。 

・作動油タンクの給油口カバーを取り外すと、オイルが噴き出すことがあります。給油口カバーは、ゆっくり

外し、内圧を逃がしてから取り外してください。 

・オイルの補給後は、給油口カバーを確実に閉めてください。 

運転中に給油口カバーが脱落し、高温になったオイルが噴き出してやけどする恐れがあります。 

 

アドバイス 

・使用するオイルは、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法」の項を参照してください。 

・油量点検を行うときは、必ず機械を走行姿勢にしてください。 

荷台が上昇している状態で油量点検すると、油量が少ないと判定してオイルを入れ過ぎてしまいます。 

・作動油のオイル交換後は、配管や油圧機器にオイルが満たされるまでの間、しばらくエンジンを始動しない

でください。 

 

★排油を受ける容器：３０㍑以上の容器を用意してください。 

★作動油タンク内オイル交換油量：２０㍑ 

１．機械を水平な場所に止めてください。 

 

２．「操作編 １．４ マシナリカバー」の項を参照してマシナリカバー

を取り外してください。 

 

３．作動油タンク上面の給油口カバー(Ｆ)の取付けボルト①（４本）

を外して給油口カバー(Ｆ)を取り外してください。 

補足説明 
給油口カバー(Ｆ)の取り外し後は、パッキンの両面、給油口カバー

(Ｆ)および作動油タンクに付着している液体パッキンをきれいに除

去してください。 

 

４．ドレンプラグ(Ｐ)の真下に排油を受ける容器をおいてください。 

 

５．オイルをかぶらないように、ゆっくりとドレンプラグ(P)を回して

外し、排油してください。 

 

６．排油を点検し、多量の金属紛、異物があるときには、当社販売サ

ービス店にご連絡してください。 

 

７．ドレンプラグ(Ｐ)を取り付けてください。 
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８．ナット④（４個）を外し、作動油リターンフィルタ③を取り外し

てください。 

 

９．新品のガスケット⑤を取り付け、新しい作動油リターンフィルタ

③を取り付けてください。 

 

 

 

１０．オイルレベルゲージ(Ｇ)を見ながら給油口から作動油を補給して

ください。 

 

 

 

 

 

 

１１．オイルの補給後は、給油口カバー(Ｆ)を取り付け、取付けボルト

①（４本）を確実に締め付けてください。 

補足説明 
給油口カバー(Ｆ)を取り付ける前にパッキンの両面に液体パッキン

を塗布してください。 

 

１２．作動油、リターンフィルタの交換後、つぎの手順で油圧回路内の

エア－抜きをしてください。 

（１） 配管や油圧機器にオイルが満たされるのを待って、エンジン

を始動してください。 

エンジン始動後、１０分間はローアイドリング運転を続けてく

ださい。 

（２） エンジン回転数を低速にしたまま、ダンプ操作レバーおよび

リフト操作レバーを小さく操作して、各シリンダをゆっくり

と作動させてください。 

ダンプシリンダおよびリフトシリンダは、ストロークエンド

まで作動させず、ストロークエンドの約１００ｍｍ手前で停止

させてください。 

これを４～５回繰り返してください。 

 

１３．「操作編 １．４ マシナリカバー」の項を参照してマシナリカバー

を取り付けてください。 
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［２］ エンジン気化器の点検・調整 

点検・調整は、特殊な工具が必要ですから、当社または当社販売サー

ビス店にご依頼してください。 

５００時間にならなくても、エンジン回転の変動が激しくなったり、ア

イドリングが続かなかったり、気化器①から燃料が漏れるなどしたら、

当社または当社販売サービス店にご依頼してください。 

 

 

［３］ エンジン吸排気弁スキマの点検・調整 

点検・調整は、特殊な工具が必要ですから、当社または当社販売サー

ビス店にご依頼してください。 

 

［４］ エンジン吸排気弁座の点検・すり合わせ 

点検・すり合わせは、特殊な工具が必要ですから、当社または当社販

売サービス店にご依頼してください。 

 

［５］ エンジンヘッドボルトの増し締め 

点検・調整は、特殊な工具が必要ですから、当社または当社販売サー

ビス店にご依頼してください。 
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７．８ １０００時間ごとの整備 

［１］ 走行モータ減速機ケース内オイルの交換 

アドバイス 

・使用するオイルは、「点検整備編 ４．１ 気温による潤滑油脂の使用方法」の項を参照してください。 

・オイルの点検・補給後は、ドレンプラグおよび油量点検プラグのねじ部にシールテープ等を使用して油漏れ

止めをし、確実に締め付けてください。 

 

★排油を受ける容器：１㍑以上の容器を用意してください。 

★走行モータ減速機ケース交換油量：０.３３㍑ 

 

１．機械を水平な場所に止めてください。 

 

２．機械を前後進させて、走行モータ減速機ケースのドレンプラグ（Ｐ）

が真下になるようにしてください。 

 

３．ドレンプラグ（Ｐ）の真下に排油を受ける容器をおいてください。 

 

４．オイルをかぶらないように、ゆっくりとドレンプラグ(Ｐ)を回し

て外し、排油してください。 

 

５．排油を点検し、多量の金属紛、異物があるときには、当社販売サ

ービス店にご連絡してください。 

 

６．ドレンプラグ(Ｐ)を取り付けてください。 

 

７．油量点検プラグ(Ｇ)のプラグ穴からギヤーオイルを注入してくだ

さい。 

補足説明 

ギヤーオイルは、油量点検プラグ穴からオイルが出てくるまで注入

してください。 

 

８．オイルの補給後は、油量点検プラグ(Ｇ)を確実に締め付けてくだ

さい。 

 

［２］ エンジンピストンリングの交換 

エンジンピストンリングの交換は、特殊な作業が必要ですから、当社

または当社販売サービス店にご依頼してください。 
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諸 元 編 
 

 

１．主要諸元 ５－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5-1



１．主要諸元 

１．１ 諸元表 

装 置・項 目 ＬＤ０９ 

最 大 積 載 量 ９５０ｋｇ 

機械質量 ５６５ｋｇ 

全長×全幅×全高 １８９５ｍｍ×６６０ｍｍ×１１６５ｍｍ 

遊動輪・起動輪中心間距離 ９７５ｍｍ 

クローラ中心間距離 ４５０ｍｍ 

クローラ幅 ２００ｍｍ 

質量・寸法 

最低地上高 １３５ｍｍ 

平地における最大積載量 ９５０ｋｇ 

１５°以下の登降時の最大積載量 ５００ｋｇ 

２０°以下の登降時の最大積載量 ４００ｋｇ 
登坂能力 

２０°を超える坂 登降禁止（未積載時においても登降禁止） 

荷台寸法（長さ×幅×高さ） １０９０ｍｍ×６０５ｍｍ×２７５ｍｍ 

ダンプ方式 油圧複動シリンダ直押式 

ダンプ角度 ０～５２度 

リフト方式 油圧複動シリンダ直押式 

荷台装置 

リフト高さ（地上から） ５１０～１２６５ｍｍ 

走行方式 油圧駆動（２ポンプ・２モータ） 

変速方式 油圧制御２速切替 

１速時 ０～２．０ｋｍ／ｈ 
走行速度 

２速時 ０～３．５ｋｍ／ｈ 

未積載時 １．４ｋＰａ（０．１５ｋｇ／ｃｍ２） 

走行装置 

接地圧 
最大積載時 ３．８ｋＰａ（０．３９ｋｇ／ｃｍ２） 

油圧ポンプ 可変ピストンポンプ（８．６ｃｃ／ｒｅｖ×２） 

定格圧力 ２０．５９ＭＰａ 油圧装置 

作動油タンク容量 ２０㍑ 

型  式 三菱重工ＧＢ３００ＬＥ 

形  式 空冷４サイクル傾斜形横軸ＯＨＶガソリンエンジン 

排気量 ０．２９６㍑（２９６ｃｃ） 

定格出力 ５．５ｋｗ×１８００ｒｐｍ（７．５ＰＳ／１８００ｒｐｍ） 

エンジン 

燃料タンク容量 ６㍑ （無鉛ガソリン） 

バッテリ 型  式 ３０Ａ１９Ｒ （１個） 
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１．２ 仕様寸法図 
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その他編 
 

 

１．手による合図 ６－２ 
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１．走行の合図（例） 

 

誘導員は、運転者または作業者から見て容易に確認できる服装をしてください。 

また、合図の立ち位置は、安全な場所を選んでください。 

 

１．１ 手による合図 

安 全 

・手のひらを進行方向に向け、前後に手を振ってください。 

 

 

 

 

 

左に寄れ 

・右手を上げ、手のひらを左（運転者から見て）に向けて横に振って

ください。 

 

 

 

 

右に寄れ 

・左手を上げ、手のひらを右（運転者から見て）に向けて横に振って

ください。 

 

 

 

 

停 止 

・手のひらを運転者に向け、手を高く上げください。 

 

 

 

 

 

急停止 

・両手をひろげて高く上げ、激しく左右に大きく振りてください。 
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ゆっくりまたはわずかに 

・進行方向側に手を置いて、他方の手で寄る動作を示してください。 

［例］右へわずかに（ゆっくり）寄れ 

右手の手のひらを運転者に向けて上げ、左手を左右に振ってくださ

い。 

 

 

 

 

［例］わずかに（ゆっくり）進め 

左手の手のひらを運転者に向けて上げ、右手の手のひら進行方向に

向けて前後に振ってください。 

 

 

 

 

１．２ 笛による合図 

安 全 

・２回続けて短く吹いてください。これをくり返してください。 

 

停 止 

・長く吹いてください。 

 

１．３ 発声による合図 

安 全 

・オーライ、オーライ 

 

停 止 

・ストップ 
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